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使ったお金を説明します。
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高齢者の祭典
熊本に初上陸！
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ひ
と

よ
し

で
輝

く
人

ウォーキングで ふるさと再発見

秋晴れの下、笑顔でスタート！（上）／お接待を受け、ちょっと一息（中左）
／ゴールして完歩証を手にニッコリする吉田さん家族（中右）／自然の中を
歩くのは気持ちいいね（下左）／コース途中の観音様に手を合わせる（下右）

　

彼
岸
の
中
日
の
9
月
23
日
、
ふ
る
さ
と

歴
史
の
広
場
を
メ
ー
ン
会
場
に
「
相
良

三
十
三
観
音
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
３
㌔
㍍
、
５
㌔

㍍
、10
㌔
㍍
の
3
部
門
に
分
か
れ
て
あ
り
、

コ
ー
ス
ご
と
に
、
瀬
原
観
音
や
湯
本
観
音

な
ど
、
１
～
３
か
所
の
札
所
を
巡
り
ま
し

た
。
こ
の
日
は
雲
一
つ
な
い
快
晴
。
参
加

者
は
観
音
様
に
お
参
り
を
し
た
り
、
お
接

待
の
お
茶
で
の
ど
を
潤
し
た
り
し
な
が
ら

思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
秋
の
相
良
路
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

家
族
4
人
で
10
㌔
㍍
の
部
に
参
加
し
た

吉
田
英
明
さ
ん
は
「
地
元
を
歩
い
て
回
る

こ
と
は
な
か
な
か
無
い
。
身
近
な
と
こ
ろ

に
こ
ん
な
い
い
も
の
が
あ
る
の
か
と
再
発

見
で
き
た
。
足
が
パ
ン
パ
ン
に
な
っ
た
け

ど
家
族
4
人
で
楽
し
か
っ
た
」
と
満
足
そ

う
で
し
た
。

第 15 回球磨川舟唄全国大会で
地元初の総合優勝

住岡 るい子 さん（鍛冶屋町）

すみおか　るいこ
昭和17年８月13日生まれ。A型。きじ馬や
花手箱などの民芸品を製作する「住岡きじ
馬製作所」を家族で営む。「一つのことを
とことんやるタイプ」と、趣味の民謡は歌
い続けて約30年。仕事でも趣味でも、地元
の文化の伝承を担う。

か
つ
て
物
資
運
輸
の
大
動
脈
と
し
て
、
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
球
磨
川
。
そ

こ
で
舟
運
に
従
事
し
た
船
頭
た
ち
に
よ
っ
て

歌
い
継
が
れ
て
き
た
の
が
球
磨
川
舟
唄
だ
。

　

民
謡
と
し
て
全
国
の
愛
好
者
か
ら
親
し
ま

れ
て
い
る
こ
の
唄
の
、
日
本
一
の
歌
い
手
を

決
め
る
の
が
「
球
磨
川
舟
唄
全
国
大
会
」。

９
月
３
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
第

15
回
大
会
で
、
住
岡
さ
ん
は
郡
市
勢
で
初
の

総
合
優
勝
に
輝
い
た
。

　

住
岡
さ
ん
が
民
謡
を
始
め
た
の
は
30
年
ほ

ど
前
。
友
人
か
ら
民
謡
教
室
に
誘
わ
れ
何
気

な
く
始
め
て
み
た
が
、
歌
っ
て
い
く
う
ち
、

歌
詞
の
奥
深
さ
な
ど
生
活
に
密
着
し
て
生
ま

れ
た
民
謡
の
魅
力
の
と
り
こ
に
な
っ
た
。

　

同
大
会
は
、
第
１
回
か
ら
全
て
出
場
。
こ

れ
ま
で
部
門
優
勝
は
３
回
、
前
回
大
会
は
総

合
準
優
勝
だ
っ
た
。
今
大
会
に
は
、
年
齢
別

の
６
部
門
に
、
九
州
を
中
心
に
２
６
６
人
が

エ
ン
ト
リ
ー
。総
合
優
勝
決
定
戦
に
は
少
年
・

少
女
の
部
を
除
く
各
部
門
の
優
勝
者
が
登
場

す
る
が
、「
他
県
で
素
晴
ら
し
い
賞
を
取
っ

て
い
る
実
力
者
ぞ
ろ
い
。
技
術
で
は
と
て
も

か
な
わ
な
い
か
ら
、
地
元
の
強
み
を
生
か
し

て
歌
お
う
」
と
臨
ん
だ
。
生
ま
れ
育
っ
た
こ

の
地
を
流
れ
る
球
磨
川
の
姿
は
頭
に
焼
き
付

い
て
い
る
。
決
定
戦
で
は
、
情
景
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
、
歌
詞
に
気
持
ち
を
込
め
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
民
謡
教
室
で
講
師
を
務
め

る
な
ど
、
球
磨
川
舟
唄
の
普
及
と
伝
承
に

力
を
注
い
で
き
た
住
岡
さ
ん
。「
こ
れ
か
ら

も
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
こ
の
唄
を
教
え

て
い
き
た
い
。そ
れ
が
使
命
だ
と
思
う
の
で
」。

球
磨
川
舟
唄
発
祥
の
地
の
第
一
人
者
と
し
て
、

そ
う
力
を
込
め
た
。

3 HITOYOSHI　2011.10.01 2広報ひとよし　10月号



大会マスコットキャラクター
ＡＳＯ坊（あそぼう）健太くん

高齢者の祭典
熊本に初上陸！

60
歳
以
上
の
高
齢
者
の
祭
典

　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
正
式

名
称
は
「
全
国
健
康
福
祉
祭
」。

60
歳
以
上
の
高
齢
者
を
中
心
と
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
た
ち
が

楽
し
み
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
総
合
的
な
祭
典
で
す
。

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、
厚
生

省
（
現
厚
生
労
働
省)

創
立
50
周

年
を
記
念
し
て
昭
和
63
年
の
第
1

回
ひ
ょ
う
ご
大
会
以
来
、
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
卓
球
、
テ
ニ

ス
、
囲
碁
、
俳
句
な
ど
の
交
流

大
会
や
、美
術
展
、音
楽
文
化
祭
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
健
康
福
祉
機

器
展
な
ど
の
さ
ま

　
　

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
、
地
域

や
世
代
を
こ
え
て

参
加
者
の
交
流
の
輪
が
全
国

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

熊
本
で
は
初
開
催

　

今
回
で
24
回
目
を
数
え
る
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
。
熊
本
県
で
開

催
さ
れ
る
の
は
初
め
て
で
す
。

「
火
の
国
に　

燃
え
ろ
！
ね
ん
り

ん　

夢
・
未
来
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
る
今
回
の
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
２
０
１
１
熊
本
は
、
選

手
・
役
員
合
わ
せ
て
全
国
か
ら

約
1
万
人
が
集
ま
る
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　

大
会
は
、
10
月
15
日
（
土
）

の
熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園
（
陸

上
競
技
場
Ｋ
Ｋ
ウ
ィ
ン
グ
）
の

総
合
開
会
式
で
幕
を
開
け
、
18

日
（
火
）
ま
で
の
4
日
間
、
県

内
９
市
４
町
で
ス
ポ
ー
ツ
交
流

大
会
、
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
交

人吉では囲碁交流大会

人
吉
市
で
は
、
囲
碁
交

流
大
会
が
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
64
チ
ー
ム

１
８
４
人
が
囲
碁
の
腕
を
競
い
な

が
ら
交
流
を
深
め
ま
す
。
大
会
に

は
プ
ロ
棋
士
4
人
も
ゲ
ス
ト
参

加
。
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
指
導
対
局

や
、
囲
碁
の
入
門
・
初
級
講
座
、

囲
碁
ク
イ
ズ
な
ど
囲
碁
の
上
級
者

か
ら
素
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。
囲

碁
に
興
味
が
あ
る
方
は
ど
な
た
で

も
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
会
は
「
ス
マ
イ
ル
☆

フ
ェ
ス
タ
」
と
同
時
開
催
で
す
。

併
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日 時　10月16日(日)・17日(月)
場 所　人吉スポーツパレス

　

囲
碁
は
千
万
無
量
。
た
だ
の

一
つ
と
し
て
同
じ
対
局
は
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
楽
し
み

も
無
限
。
数
少
な
い
ル
ー
ル
は

あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
自
分
次

第
！
シ
ン
プ
ル
で
と
て
も
優
し

い
。
一
方
で
非
常
に
厳
し
く
、

人
の
世
に
似
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
勝
敗
だ
け
で
は
な
く

人
と
し
て
学
ぶ
こ
と
も
多
い
囲

碁
は
と
て
も
魅
力
的
で
す
。

　

優
し
さ
に
包
ま
れ
て
囲
碁
を

楽
し
み
、
自
ら
気
づ
い
て
厳
し

さ
を
知
り
、
学
ん
で
得
ら
れ
る

も
の
は
棋
力
だ
け
で
な
い
と
囲

碁
が
大
好
き
な
息
子
を
見
て
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

難
し
そ
う･･････

。
な
ど
と

考
え
ず
、
ま
ず
は
碁
石
に
触
れ

て
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

時 間 イベント 内 容

9:00 ～ 選手団到着 人吉高校吹奏楽部が歓迎の
演奏でお出迎え。

9:30 ～
開 始 式 市内合唱団が「旅愁」、「故

郷の廃家」を合唱。
健康づくり
教 室

スマイルフェスタ会場で各
種測定などを体験。

10:30 ～

交流試合
１ 回 戦 選手同士による対局。

指導対局①
＆入門講座

プロ棋士による指導対局＆
囲碁入門講座。

囲碁クイズ
受付開始

囲碁に関するクイズ。成績
上位者には景品進呈。

12:00 ～ 昼 食 荒川知子さんの演奏、西瀬
小児童による応援団演舞。

13:00 ～

交流試合
２ 回 戦 選手同士による対局。

指導対局②
＆初級講座

プロ棋士による指導対局＆
囲碁初級講座。

14:30 ～ 指導対局③ プロ棋士による指導対局。

16日（日）

時 間 イベント 内 容

9:00 ～ 囲碁クイズ
受付開始

囲碁に関するクイズ。成績
上位者には景品進呈。

9:30 ～

交流試合
３ 回 戦 選手同士による対局。

指導対局④ プロ棋士による指導対局。

健康づくり
教 室

各種測定や健康相談などを
体験。

11:00 ～ 昼 食 市内の園児が和太鼓やお遊
戯を披露。

12:00 ～

交流試合
４ 回 戦 選手同士による対局。

指導対局⑤ プロ棋士による指導対局。

囲碁クイズ
当選者発表 当選者発表、景品引き換え

13:30 ～ 公開対局の
大盤解説

アマ５段の市内中学生がプ
ロ棋士に挑戦！

15:00 ～ 表 彰 式 団体表彰と個人表彰。

17日（月）

スマイル★フェスタ
同時開催！（P28参照）

流
大
会
、
文
化
交
流
大
会
な
ど
22

種
目
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
人
吉
市

で
も
10
月
16
日
（
日
）・
17
日(

月
）

の
２
日
間
、
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
で

「
囲
碁
交
流
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

「
笑
顔
・
あ
い
さ
つ
」

　
　
　
　
　

で
お
も
て
な
し

　

こ
の
大
会
に
は
、
選
手
・
役
員

を
は
じ
め
、
全
国
各
地
か
ら
大
勢

の
方
が
こ
こ
熊
本
に
お
い
で
に
な

り
ま
す
。

　

お
い
で
に
な
る
皆
さ
ん
の
心
に

残
り
、「
ま
た
熊
本
に
来
た
い
」「
人

吉
に
来
た
い
」
と
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
大
会
会
場
で
は
も

ち
ろ
ん
、
町
な
か
で
も
「
笑
顔
・

あ
い
さ
つ
」。
お
も
て
な
し
の
気

持
ち
で
お
迎
え
し
ま
し
ょ
う
！

ねんりんピック2011熊本直前特集

日本棋院人吉球磨支部
上村　由美さん

息
子
さ
ん
と
一
緒
に
囲
碁
を
始

め
た
と
い
う
日
本
棋
院
人
吉
球

磨
支
部
の
上
村
由
美
さ
ん
に
囲

碁
の
魅
力
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

INTERVIEW

「
楽
し
み
は
無
限
」
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18
歳
の
頃
に
囲
碁
に
出
会
い
、

当
時
人
吉
市
内
に
あ
っ
た
囲
碁
道

場
で
腕
を
磨
い
た
。
途
中
、
も
う

一
つ
の
趣
味
だ
と
い
う
剣
道
に
没

頭
し
疎
遠
と
な
っ
た
が
、
定
年
後

再
び
碁
石
を
持
つ
よ
う
に
。
今
で

も
当
時
の
仲
間
と
碁
盤
を
囲
む
。

　

６
月
に
熊
本
市
で
開
催
さ
れ
た

予
選
を
兼
ね
た
大
会
を
勝
ち
抜

き
、
見
事
熊
本
県
の
代
表
の
一
人

に
な
っ
た
。「
運
が
よ
か
ら
ん
と

大
会
で
優
勝
は
で
き
ま
せ
ん
」
と

堀
さ
ん
は
に
っ
こ
り
。

　
「
相
手
と
の
攻
め
合
い
の
中
で
、

全
局
的
な
感
覚
や
手
筋
・
テ
ク

ニ
ッ
ク
な
ど
を
使
っ
て
読
み
合
い

を
す
る
。
そ
こ
が
囲
碁
の
魅
力
で

あ
り
奥
の
深
さ
」
と
語
る
堀
さ

ん
は
、
囲
碁
で
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

に
出
場
す
る
の
は
２
回
目
。
前
回

は
不
本
意
な
成
績
だ
っ
た
と
振
り

返
る
。「
ま
さ
か
地
元
開
催
の
大

会
で
代
表
に
な
る
と
は
。
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
は
あ
る
が
、
囲
碁
仲
間
に

恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
に
打
ち
た

い
」。
囲
碁
と
剣
道
で
鍛
え
た
精

神
力
で
大
会
に
挑
む
。

10人の挑戦者

堀
　
研
一
さ
ん

１囲碁（人吉市）

下
原
田
堀
・
74
歳

囲碁、マラソン、グラウンドゴルフ、

　「毎日楽しくテニスができるのが一番大事」と
話す宮本さん。「中学時代から続けているソフト
テニス。そのおかげで70でもこんなに元気でい
られる」と笑顔で話す。ねんりんピックをはじめ
全国大会の経験も豊富だ。
　「大会の目標は優勝。でも半分、いや半分以上
は親睦です」と笑う。

　中学校からソフトテ
ニスを始め60年以上。
国体出場経験もある腕
前の益田さん。現在も
ほぼ毎日村山公園で汗
を流す。益田さんは、
さまざまな全国大会の
出場経験があり、全国
のプレーヤーとの交流
も多い。「球磨焼酎を
対戦相手へのお土産に
し、交流を深めたい」。
今大会は監督として出
場する。

　「職場に恵まれ、家族や仲間のおかげでソ
フトボールを続けて来られた」と話す東さん。
プレーヤーの傍ら高校の外部コーチや県体女
子チームの監督など指導にも熱心。「今まで
の恩返しです」と笑う。今年の熊本県チーム
は東さんを含めピッチャーが３人と駒がそ
ろった。目標はずばり「日本一！」。

　山本さんは最近、大病を患った。「人と会
うのもイヤ」というどん底の中、周りから引っ
張られて卓球を続けた。卓球をすることで「痛
みも忘れて明るくなる自分がいた」と振り返
る。「強い相手と試合をするのが楽しみ。気
合いが入る」と山本さん。全国の強豪との試
合を心待ちにする。

５

４

２

３ ソフトテニス（熊本市）

卓球（熊本市）

ソフトボール（熊本市）

益
田
　
様さ

ま

じ二
さ
ん

願
成
寺
・
79
歳

宮
本
　
昭
博
さ
ん

大
畑
・
70
歳

山本　マリ子さん
下城本・63歳

東　敏光さん

東間上・64歳

ソフトテニス、卓球、ソフトボールの各競技で「ねんりんピック2011熊本」
に、地元・熊本県選手団の一員として人吉市から出場する10人を紹介する。

ねんりんピック2011熊本
直前特集②

※競技名横の（　）内は、開催市町村。

人 吉 市
選手名鑑

た
ち
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百　歳
元気！

「
林
地
区
で
は
私
が
年
長
で
す
」
と

う
れ
し
そ
う
に
話
す
サ
カ
エ
さ

ん
は
、
1
月
で
１
０
０
歳
を
迎
え
る
。

　

長
男
の
三
郎
さ
ん
が
タ
マ
ネ
ギ
や
キ
ュ

ウ
リ
な
ど
の
野
菜
を
作
っ
て
い
る
が
、
出

荷
前
の
タ
マ
ネ
ギ
や
ネ
ギ
の
皮
む
き
は
サ

カ
エ
さ
ん
の
仕
事
。
毎
日
た
く
さ
ん
の
タ

マ
ネ
ギ
の
皮
を
む
く
。
そ
の
ほ
か
家
や
畑

の
草
取
り
か
ら
、
近
所
の
お
堂
の
掃
除
ま

　グラウンドゴルフをしていたご主人から
「一緒にやらないか」と誘われて10年前から
グラウンドゴルフを始めた中田さん。毎朝６
時からふるさと歴史の広場でご主人やチーム
メイトと練習を続ける。「こんなに大きな大
会に出られるとは夢にも思わなかった。出る
からにはよか成績を目指します」。

　「友達から勧められ
てやってみたら面白
い。やめられなくなっ
て頑張ってます」と楽
しそうに話す元田さん
のグラウンドゴルフ歴
は15年。 出 場 し て き
た各大会でも好成績を
収める。「前の選手の
プレーを見るのがホー
ルインワンの秘訣」と
元田さん。「他県の人
たちと交流を深め、友
達を作りたい」。

　学生時代はソフトボールの選手だった。「スポーツ
は大好き」と話す。ご主人が出場した駅伝大会の応援
がきっかっけで、自身もマラソンを始めるように。「夫
婦２人だからマラソンを続けられた」と宮坂さん。
　「全国の同年代が集まる中で、自分の実力がどれく
らいか楽しみ」と笑顔を見せた。

　人が走る姿を見て「よかね～」と思いマラソン
を始めたのが47歳。２年後の初マラソンで年代別
優勝、女子全体でも３位という好成績を記録した。
その後も大会に出続け、自宅には150個以上のトロ
フィーが。今も毎朝５時から市内を走る川邊さん。

「３位くらいを目指して楽しみながら走ります」。

　自身を「ふつうの市民ランナー」と称する永椎
さん。40歳からマラソンを始め、ジョギンググ
ループ「川南走友会」を仲間と一緒に立ち上げた。

「マラソンを走ったあとの一杯。これなしには走
れません」と話す永椎さんは、お酒も大好き。大
会の目標は「まず完走ですね」と控え目だ。

８

元
田
　
之い

た
る

さ
ん

７

９

10

６

マラソン（玉名市）

グラウンドゴルフ（高森町）

宮
坂
　
香
代
子
さ
ん

北
泉
田
・
63
歳

永
椎
　
一か

ず
ひ
ろ紘

さ
ん

南
・
70
歳

川
邊
　
眞
弓
さ
ん

瓦
屋
・
75
歳

中
田
　
美み

す

ず鈴
さ
ん

井
ノ
口
・
70
歳

下
原
田
荒
毛
・
77
歳

名　前 性別 年　齢 住　所 名　前 性別 年　齢 住　所
尾方　カメノ 女 108 歳 矢 黒 永山　サダノ 女 100 歳 下永野
平野　松代 女 104 歳 七 地 上田　カスエ 女 100 歳 中神馬場
大松　フチ 女 104 歳 下原田堀 池畑　操 女 100 歳 下城本
岩城　常子 女 102 歳 井ノ口 牛塚　ハツエ 女 100 歳 瓦 屋
菊池　德資 男 102 歳 蟹 作 坂田　フチヱ 女 99 歳 寺

髙津　シヅノ 女 102 歳 願成寺 内布　カルコ 女 99 歳 下原田上野
前田　ハナ 女 102 歳 南泉田 鍋島　フミ 女 99 歳 老 神

田山　オワサ 女 101 歳 瓦 屋 新村　サカエ 女 99 歳 中 林
茂田　ヨシ子 女 101 歳 大畑麓 坂田　ミツノ 女 99 歳 駒井田
小出　アヤ子 女 101 歳 南泉田 遠山　キクモ 女 99 歳 願成寺
稲田　彌熊 男 101 歳 下原田嵯峨里 本村　ミヨ子 女 99 歳 城 本
牛塚　トモ 女 101 歳 上原田牛塚 大山　甘礼 女 99 歳 下 林

牛嶋　シヅエ 女 101 歳 紺 屋 松山　タマエ 女 99 歳 下原田瓜生田
瀬戸山　マンチヨ 女 100 歳 寺 ※年齢は H.23.9.26 現在。今年度中 100 歳到達者含む。

新村　サカエさん
（中林町・明治45年1月23日生・99歳）

で
「
見
か
け
れ
ば
気
に
な
っ
て
し
ま
う
」

と
サ
カ
エ
さ
ん
。
ま
た
、
新
聞
も
毎
日
虫

眼
鏡
を
使
っ
て
読
む
の
で
、「
社
会
情
勢

に
も
詳
し
い
」と
三
郎
さ
ん
も
感
心
す
る
。

　
「
1
０
０
歳
近
く
ま
で
生
き
て
自
分
で

も
び
っ
く
り
。
幸
福
だ
と
思
っ
て
喜
ん
ど

り
ま
す
」。
今
度
の
正
月
に
は
、
お
孫
さ

ん
た
ち
が
サ
カ
エ
さ
ん
の
百
寿
の
お
祝
い

を
計
画
し
て
い
る
そ
う
だ
。

元気な高齢者が多い人吉市。今年度中
に新たに11人が100歳以上に仲間入り
する予定です。その中から、現役で畑
仕事をこなす元気なおばあちゃん・新
村サカエさんをご紹介します。

　

厚
生
労
働
省
の
調
べ
に
よ
る
と
、
全
国
の

１
０
０
歳
以
上
の
方
の
数
は
、
４
万
７
７
５
６
人

で
過
去
最
多
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

人
吉
市
内
の
１
０
０
歳
以
上
の
方
の
数
は
９
月

26
日
現
在
で
18
人
。
今
年
度
末
に
は
27
人
に
な
る

予
定
で
す
。
ち
な
み
に
最
高
齢
者
は
、
尾
方
カ
メ

ノ
さ
ん
で
１
０
８
歳
。
男
性
で
は
菊
池
徳
資
さ
ん

で
１
０
２
歳
で
す
。
男
女
比
で
は
男
2
人
に
対
し

て
女
25
人
と
「
女
高
男
低
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
い
つ
ま
で
も
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ

さ
い
ね
。

人吉市内の100歳以上のみなさん
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９
月
19
日
の
敬
老
の
日
に
合
わ
せ
市

内
各
町
内
で
敬
老
行
事
が
行
わ
れ
、
地

域
の
お
年
寄
り
の
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

新
町
町
内
会
で
は
18
日
に
敬
老
会
を

開
催
し
、
75
歳
以
上
の
お
年
寄
り
約
50

人
が
出
席
。
町
内
会
長
の
あ
い
さ
つ
や

来
賓
祝
辞
の
後
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
演
芸

会
が
始
ま
り
、
新
町
子
供
会
の
小
学
生

が
「
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
過
ご
さ
れ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
い
」
と
作
文
を
朗
読
。
そ
し
て
祝
舞

や
歌
、
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
に
よ
る
ダ
ン

ス
、
ド
ジ
ョ
ウ
す
く
い
、
漫
才
な
ど
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
に
よ
る
出
し
物

が
披
露
さ
れ
、
会
場
に
は
笑
顔
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
共
和
国
ア
ブ
ラ
ン
テ

シ
ュ
市
と
人
吉
市
の
交
流
記
念
事
業
と

し
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
首
都
リ
ス
ボ
ン

の
伝
統
歌
謡
「
フ
ァ
ド
」
の
ラ
イ
ブ
が

９
月
３
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
立
山
で

は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
日
本
を
往
復
し
て

活
躍
す
る
フ
ァ
ド
の
歌
い
手
・
Ｔ
Ａ
Ｋ

Ｕ
（
高
柳 

卓
也
）
さ
ん
が
ギ
タ
ー
片

手
に
登
場
。
本
場
の
曲
を
中
心
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
曲
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
哀
愁

漂
う
独
特
の
音
色
と
艶
の
あ
る
歌
声
を

披
露
し
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
に
は
ポ
ル

ト
ガ
ル
ワ
イ
ン
も
供
さ
れ
、
そ
の
味
わ

い
と
秋
の
夜
に
ぴ
っ
た
り
の
音
色
に
酔

い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

大好きな消防車に乗ってニッコリ
救急フェア２０１１

秋の夜に哀愁漂う音色が響き渡る
ファドの夕べ in 人吉

お目当ての子犬に出会えたかな
動物フェスタ’11

地域のみんなで長寿を祝う
新町町内敬老会

　

救
急
業
務
へ
の
正
し

い
理
解
と
啓
発
な
ど
を

目
的
に
、
9
月
11
日
、

中
央
消
防
署
で
救
急

フ
ェ
ア
２
０
１
１
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
人
気
が
高
か
っ

た
の
は
、
は
し
ご
車
試

乗
の
コ
ー
ナ
ー
。
整
理

券
は
す
ぐ
に
な
く
な

り
、
は
し
ご
車
の
前
に

　

市
教
育
委
員
会
と
中
央
公
民
館
主
催

の
「
第
２
回
相
良
藩
寺
子
屋
教
室
」
が

９
月
17
日
に
開
か
れ
、
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
体
育
館
に
集
ま
っ
た
子
ど
も
た

ち
が
和
太
鼓
体
験
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
市
内
の
小
学
２
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
の
12
人
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国

語
指
導
助
手
）
の
２
人
は
、
ほ
と
ん
ど

が
和
太
鼓
初
体
験
。
球
磨
川
太
鼓
保

存
会
の
上
村
代
表
を
講
師
に
迎
え
、
ま

ず
は
、
ば
ち
の
持
ち
方
な
ど
の
基
礎
を

学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
時
間
内
に
１

曲
仕
上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
、
集
中
し

て
練
習
。
最
後
は
息
の
合
っ
た
見
事
な

演
奏
に
、
訪
れ
た
保
護
者
ら
が
拍
手
を

贈
っ
て
い
ま
し
た
。 　

雨
で
延
期
に
な
っ

て
い
た
人
吉
花
火
大

会
が
、
9
月
24
日
に

開
催
さ
れ
、
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
が
秋
の

夜
に
咲
く
大
輪
の
花

を
楽
し
み
ま
し
た
。

33
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

中
に
は
、
熊
本
県
出

身
の
漫
画
家
・
緑
川

世界遺産登録を目指して
肥薩線を未来へつなぐ協議会設立総会

自分たちのまちは自分たちで守る
人吉市機能別消防団辞令交付

太鼓で和の心を学ぶ
第２回相良藩寺子屋教室

秋の夜空に 4500発の花火
第57回人吉花火大会

　

肥
薩
線
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
、
未

来
へ
継
承
し
て
い
く
た
め
、
沿
線
な
ど

の
11
市
町
村
に
よ
る
「
肥
薩
線
を
未
来

へ
つ
な
ぐ
協
議
会
」
の
設
立
総
会
が
８

月
26
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で

は
、
会
長
に
田
中
市
長
、
副
会
長
に
村

岡
隆
明
・
宮
崎
県
え
び
の
市
長
と
米よ

ね
み
つ満

重し
げ
み
つ満
・
鹿
児
島
県
湧
水
町
長
を
選
任
。

　

田
中
市
長
は
「
肥
薩
線
は
、
世
界
遺

産
に
な
っ
て
い
る
外
国
の
鉄
道
と
比
べ

て
も
何
ら
遜
色
な
い
。
夢
に
向
か
っ
て

地
域
の
連
携
を
強
め
た
い
」
と
意
気
込

み
を
述
べ
ま
し
た
。
今
後
、
同
協
議
会

は
肥
薩
線
へ
の
Ｄ
51
型
蒸
気
機
関
車
の

復
活
走
行
と
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 

　

鹿
目
町
・
田
野
町
・
矢
岳
町
の
3
町

内
に
機
能
別
消
防
団
が
組
織
さ
れ
、
8

月
31
日
に
消
防
団
Ｏ
Ｂ
や
地
元
住
民
な

ど
35
人
に
辞
令
交
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
の
減
少
や
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
化
で
手
薄
に
な
っ
た
遠
隔
地
の
初
期

消
火
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
。
初

期
消
火
や
消
防
団
の
後
方
支
援
を
行

い
、
年
1
回
程
度
の
消
火
訓
練
や
各
消

防
団
に
配
備
し
て
あ
る
小
型
ポ
ン
プ
の

点
検
な
ど
を
行
い
ま
す
。
団
員
の
構
成

は
25
歳
か
ら
77
歳
ま
で
で
平
均
年
齢
は

56
・
８
歳
。

　

辞
令
交
付
の
後
、
鹿
目
町
の
田
中
健

二
さ
ん
は
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

は
親
子
連
れ
の
長
蛇
の
列
が
。
子
ど
も
た
ち
が
乗
り
込
ん
だ
は
し
ご
車
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
は
高
さ
約
15
㍍
ま
で
上
昇
し
、
眼
下
に
見
え
る
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
笑

顔
で
応
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
救
急
ク
イ
ズ
や
応
急
手
当
体
験
、
放
水
体

験
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
大
好
き
な
消
防
車
に
囲
ま
れ
て

満
足
げ
で
し
た
。

　

動
物
愛
護
週
間
の
9
月
23
日
に
石
野

公
園
で
動
物
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
、

長
寿
犬
・
猫
表
彰
や
動
物
の
絵
画
展
示
、

犬
・
猫
の
オ
ー
ナ
ー
探
し
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

　

犬
・
猫
の
オ
ー
ナ
ー
探
し
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
開
始
前
か
ら
人
だ
か
り
が
。

特
に
犬
の
オ
ー
ナ
ー
探
し
は
人
気
が
高

く
、
一
匹
あ
た
り
10
人
以
上
が
名
乗
り

出
て
じ
ゃ
ん
け
ん
で
の
オ
ー
ナ
ー
決
め

が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

2
月
に
愛
犬
が
死
ん
で
し
ま
い
、
こ

の
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
と
い
う
女

性
は
「
散
歩
を
い
っ
ぱ
い
さ
せ
て
あ
げ

た
い
」
と
愛
犬
に
な
っ
た
ば
か
り
の
子

犬
を
大
事
そ
う
に
抱
え
て
い
ま
し
た
。

ゆ
き
さ
ん
の
作
品
で
、テ
レ
ビ
放
映
も
さ
れ
た「
夏
目
友
人
帳
」の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ニ
ャ
ン
コ
先
生
」
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
ネ
コ
型
に
開
く
花
火
の
演
出
も
あ
り

ま
し
た
。

　

大
連
発
花
火
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
が
次
々
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
球
磨
川
上
空

を
彩
る
と
、
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
を
埋
め
尽
く
す
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が

贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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10
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈯

２
㈰
じ
ゅ
ぐ
り
っ
と
ポ
ッ
プ
フ
ェ
ス
（
CP
）

３
㈪
広
報
配
布
、
お
く
ん
ち
ま
つ
り
半

て
ん
お
ろ
し
（
青
井
阿
蘇
神
社
）

4
㈫
世
界
遺
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

５
㈬
地
域
楽
講
座
（
東
西
コ
ミ
セ
ン
）

６
㈭

７
㈮

８
㈯
た
ま
が
っ
た
。K

U
M

A
KO

I
（
青

井
阿
蘇
神
社
ほ
か
）

９
㈰
お
く
ん
ち
祭
り
神
幸
式
（
市
内
一
円
）

10
㈪
体
育
の
日

11
㈫
か
が
や
き
づ
く
り
ト
ー
ク
（
大
畑

コ
ミ
セ
ン
）

12
㈬
人
吉
城
歴
史
館
特
別
展
「
愛
郷
詩

人
・
犬
童
球
渓
」（
～
12
月
11
日
）

13
㈭

14
㈮

15
㈯
ウ
ン
ス
ン
カ
ル
タ
大
会
（
鍛
冶
屋
町
）

16
㈰

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
１
熊
本

囲
碁
交
流
大
会
（
～
17
日
）、
ス
マ

イ
ル
フ
ェ
ス
タ
、
市
役
所
採
用
試

験
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
さ
ん
ぽ
市
、
じ
ゅ

ぐ
り
っ
と
ポ
ッ
プ
フ
ェ
ス
（
CP
）

17
㈪
広
報
配
布

18
㈫

19
㈬

20
㈭
市
民
健
康
セ
ミ
ナ
ー
（
CP
）

21
㈮

22
㈯
相
良
藩
寺
子
屋「
人
吉
忍
た
ま
道
場
」

（
人
吉
城
跡
三
の
丸
広
場
）、
石
野

公
園
ま
つ
り
（
～
23
日
）、KU

M
A

鉄
ま
つ
り
（
～
23
日
）

23
㈰

24
㈪

25
㈫

26
㈬
幸
福
追
求
人
間
学
講
座
（
CP
）

27
㈭

28
㈮

29
㈯
人
吉
球
磨
総
合
美
展
（
SP
、
～
11
月

３
日
）、じ
ゅ
ぐ
り
っ
と
「
天
空
の
森
」

コ
ン
サ
ー
ト
（
中
小
企
業
大
学
校
）

30
㈰
人
吉
の
ど
自
慢
大
会
（
CP
）

31
㈪

※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

秋野菜のカラフルマリネ

【材　料】（幼児1人分）

【作り方】

レシピ

・きのこごはん
・鶏のマーマレード煮
・秋野菜のカラフルマリネ
・すまし汁
・牛乳

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
芸
術
の
秋
、

そ
し
て
食
欲
の
秋
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。

　

秋
は
実
り
の
季
節
で
す
。
そ
の

中
で
も
秋
に
旬
を
迎
え
る
サ
ツ
マ

イ
モ
は
ビ
タ
ミ
ン
や
食
物
繊
維
が

豊
富
で
、
子
ど
も
た
ち
も
大
好
き

な
食
材
で
す
。
今
回
は
サ
ツ
マ
イ

モ
を
素
揚
げ
し
、
甘
酸
っ
ぱ
い
マ

リ
ネ
風
の
味
付
け
に
し
て
さ
っ
ぱ

り
と
い
た
だ
け
る
メ
ニ
ュ
ー
に
し

ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
野
菜
で
ア
レ
ン
ジ

で
き
ま
す
の
で
お
試
し
く
だ
さ

い
。
大
人
の
方
に
は
コ
シ
ョ
ウ
な

ど
を
お
好
み
で
加
え
て
も
、
味
に

ア
ク
セ
ン
ト
が
つ
い
て
お
い
し
い

で
す
よ
。

３時間目

　保育園では、お昼前になると「おなかすいた～」
「今日の給食なあに？」と子どもたちの声が聞こえ
てきます。しっかり体を動かし、給食を食べたあと
は昼寝の時間･･････。この繰り返しが、子どもたち
の健やかな成長の源になります。
　このコーナーでは、人吉市保育園連盟給食部会
の皆さんのご協力のもと、子どもはもちろん大人
もニッコリの保育園給食メニューを紹介していきま
す。３時間目は今が旬の甘くておいしいサツマイモ
を使った一品です。

「秋野菜のカラフルマリネ」を使って
こんなメニューにしてみました。

～サツマイモで秋の味覚を楽しもう！～

サツマイモ……… 10g
カボチャ………… 20g
ニンジン………… 10g
ゴボウ…………… 10g
タマネギ………… 15g
ピーマン………… 5g

赤ピーマン……… 5g
酢………………… 2g
砂糖……………… 3g
薄口しょうゆ…… 3g
油…………………少々

協力：人吉市保育園連盟給食部会 　

9
月
11
日
に
、
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
で

キ
ッ
ズ
バ
ス
ケ
な
か
よ
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

低
年
齢
か
ら
ボ
ー
ル
に
親
し
ま
せ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
熊
本
県
キ
ッ
ズ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
連
盟
が
企
画
し
た
も
の
で
、

人
吉
市
で
開
催
さ
れ
る
の
は
初
め
て
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ド
リ

ブ
ル
の
仕
方
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

連
盟
の
久
米
野
副
会
長
は
「
小
さ
い

頃
の
成
長
は
早
い
。
い
ろ
ん
な
練
習
方

法
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
畑
町
の
新
た
な
公
民
館
が
完
成

し
、
８
月
28
日
に
落
成
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
以
前
の
公
民
館
が
建
設
か
ら
約

50
年
経
過
し
、
老
朽
化
し
た
た
め
建
て

替
え
を
決
定
。
平
成
10
年
か
ら
、
町
内

の
皆
さ
ん
が
一
戸
あ
た
り
月
５
０
０
円

を
建
設
資
金
と
し
て
積
み
立
て
て
き
ま

し
た
。

　

落
成
式
で
は
木
野
町
内
会
長
が
「
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
た
よ
り
立
派
な
施
設
が

で
き
た
。
地
元
の
方
に
大
い
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ

の
後
の
祝
賀
会
で
は
、
婦
人
部
に
よ
る

フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

も
披
露
さ
れ
、
町
民
の
皆
さ
ん
は
新
た

な
公
民
館
の
完
成
を
喜
び
ま
し
た
。

安全で快適な生活のために
第51回下水道の日

人吉でおもてなしの心を学ぶ
ホスピタリティーインターンシップ事業

バスケの楽しさを体験
キッズバスケなかよしキャラバン

新たな親睦の館が完成
大畑町公民館落成式

　

９
月
10
日
の「
第
51
回
下
水
道
の
日
」

に
合
わ
せ
、
９
月
７
日
に
人
吉
浄
水
苑

で
下
水
道
の
日
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
に
は
市
水
道
局
や
、
人
吉
市
下
水

道
排
水
設
備
組
合
を
構
成
す
る
市
内
建

設
業
・
管
工
事
業
各
社
が
参
加
。
田

中
市
長
と
同
組
合
の
中
尾
理
事
長
に
よ

る
あ
い
さ
つ
の
後
、
水
洗
化
訪
問
班
と

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
班
に
分
か
れ
て
市
内

各
所
に
出
発
し
ま
し
た
。
水
洗
化
訪
問

班
は
、
下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
未

水
洗
化
世
帯
を
訪
問
し
て
水
洗
化
を
促

進
。
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
班
は
、
下
水
道

工
事
が
原
因
と
思
わ
れ
る
道
路
の
陥
没

箇
所
な
ど
を
補
修
し
て
回
り
ま
し
た
。

　

９
月
13
日
か
ら
16
日
ま
で
の
４
日

間
、
神
戸
松し

ょ
う
い
ん蔭

女
子
学
院
大
の
大
学
生

21
人
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
職
場

体
験
）
の
た
め
人
吉
を
訪
れ
ま
し
た
。

市
や
人
吉
商
工
会
議
所
な
ど
に
よ
る
実

行
委
員
会
が
、
自
然
豊
か
な
人
吉
を

知
っ
て
も
ら
い
、「
お
も
て
な
し
」
を

体
験
し
て
勉
学
に
生
か
し
て
も
ら
お
う

と
企
画
し
た
も
の
。

　

大
学
生
は
地
元
の
講
師
か
ら
人
吉
に

つ
い
て
学
ん
だ
後
、「
食
」「
水
」「
歴
史
・

生
活
文
化
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」「
伝
統

工
芸
、
遊
び
、
お
も
ち
ゃ
」
と
研
究
課

題
別
に
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

行
動
。
旅
館
の
女お

か
み将
体
験
や
農
家
体
験
、

伝
統
工
芸
体
験
な
ど
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

①ニンジン、ゴボウ、タマネギは食べや
すい大きさに薄く切る。サツマイモとカ
ボチャは皮付きのままで食べやすい大き
さに薄く切る。ピーマンは１㎝角切りに
する。サツマイモとゴボウは水にさらし
てアク抜きをする。② ➊の水気をよく切
り、素揚げする。③酢、砂糖、薄口しょ
うゆを混ぜ合わせてマリネ液を作る。
④ ➌の入ったボウルに❷を入れてよく和
え、味がなじんだらできあがり☆
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昨年の様子

情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

お
知
ら
せ

市役所（代表） ☎22−２１１１
カルチャーパレス ☎24−３３１１ スポーツパレス ☎22−１６８８ 水 道 局 ☎22−５４９７
保 健 セ ン タ ー ☎24−８４２０ 石 野 公 園 ☎22−６７００ 人吉城歴史館 ☎22−２３２４

子
ど
も
手
当
（
10
月
期
）

振
り
込
み
は
10
月
７
日

「
障
害
者
等
福
祉
手
当
」

対
象
者
は
申
請
を

買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を

持
参
し
ま
し
ょ
う
！

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

届
け
出
が
必
要
で
す

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

商
工
業
優
良
従
業
員
表
彰

募　
　

集

　

平
成
23
年
度
10
月
期
（
平
成
23

年
6
月
～
9
月
分
）
の
子
ど
も
手

当
は
、
10
月
7
日
（
金
）
に
指
定

の
金
融
機
関
に
振
り
込
み
ま
す
。

な
お
、
申
請
手
続
き
の
際
に
保
険

証
の
写
し
な
ど
の
添
付
書
類
が
不

足
し
て
い
る
方
は
支
払
い
が
で
き

ま
せ
ん
。
至
急
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
子
ど
も
手
当
は
全
額
ま

た
は
一
部
を
人
吉
市
に
寄
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
寄
付
し
て
い

た
だ
い
た
子
ど
も
手
当
は
、「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
」
の
た

め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
児
童
福
祉
係

対
象
者　

次
の
両
方
に
該
当
す
る

方①
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
平
成

23
年
度
市
民
税
額
が
均
等
割
額

以
下
の
世
帯
の
方

②
10
月
１
日
現
在
で
継
続
し
て
１

年
以
上
本
市
に
住
ん
で
い
る
方

支
給
額　

４
千
円　

※
12
月
に
指

定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳

○
手
帳
所
持
者
も
し
く
は
そ
の
保

護
者
名
義
の
通
帳

○
印
鑑
（
本
人
以
外
の
通
帳
に
振

り
込
む
場
合
は
、
本
人
と
口
座

名
義
人
の
２
つ
の
印
鑑
）

受
付
期
間　

10
月
３
日
㈪
～
31
日

㈪※
こ
の
期
間
以
外
の
受
け
付
け
は

で
き
ま
せ
ん
。
申
請
漏
れ
が
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
障
が
い
者
支

援
係

　

県
で
は
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に
向

け
て
「
九
州
統
一
マ
イ
バ
ッ
グ

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
の
売
買

な
ど
を
し
た
と
き
は
、
契
約
後
に

権
利
取
得
者
（
買
主
）
が
届
け
出

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

届
け
出
の
必
要
な
取
引

売
買
、
交
換
、
売
買
予
約
、
譲
渡

担
保
、
代
物
弁
済
な
ど

届
け
出
の
必
要
な
土
地
の
面
積

○
都
市
計
画
区
域（
市
街
化
区
域
）

＝
２
千
平
方
㍍
以
上

○
そ
れ
以
外
の
都
市
計
画
区
域
＝

５
千
平
方
㍍
以
上

○
都
市
計
画
区
域
外
＝

　

市
で
は
、
商
・
工
業
、
サ
ー
ビ

ス
業
を
営
む
中
小
企
業
の
優
良
従

業
員
の
方
を
表
彰
し
ま
す
。

　

表
彰
資
格
に
該
当
す
る
方
を
雇

用
し
て
い
る
事
業
所
は
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
推
薦
を
お
願
い
し
ま

す
。
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
す
。

表
彰
資
格

①
同
一
事
業
所
に
35
年
以
上
勤
務

す
る
優
良
従
業
員
で
あ
る
こ

と
。
※
す
で
に
表
彰
を
受
け
た

方
は
除
く
。

②
年
齢
50
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

③
事
業
所
か
ら
の
推
薦
が
あ
る
こ

と
。

推
薦
締
切　

10
月
21
日
㈮

表
彰
日　

11
月
22
日
㈫

問
合
せ　

市
商
工
振
興
課
商
工
係

１
万
平
方
㍍
以
上

届
け
出
期
限　

契
約
（
予
約
を
含

む
）締
結
日
か
ら
２
週
間
以
内（
締

結
日
を
含
む
）

届
け
出
窓
口　

土
地
の
所
在
す
る

市
町
村
の
国
土
利
用
計
画
法
担
当

課問
合
せ　

市
企
画
課
企
画
政
策

係
、
県
地
域
振
興
課
（
☎
０
９
６

‐
３
３
３
‐
２
１
８
１
）

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
一
斉
行
動
参
加
店

で
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
中
止
、「
レ

ジ
袋
は
必
要
で
す
か
」の
声
掛
け
、

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
な
ど
を
行
い
、

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動
を
展
開
し

ま
す
。

実
施
期
間　

10
月
１
日
㈯
～
31
日

㈪問
合
せ　

県
廃
棄
物
対
策
課(

☎

０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
７
７
内

線
７
３
６
６)

「L

レ
ッ
ツ

et's S

シ
ン
グ

ing a

ア S

ソ
ン
グ

ong
T

ト
ゥ
ゲ
ザ
ー

ogether!

」
参
加
者
募
集
！

自
衛
隊
協
力
会

会
員
募
集

自
衛
隊
施
設
見
学

参
加
者
募
集

く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク

参
加
者
・
出
展
者
募
集

観
覧
の
ご
案
内

人
吉
の
ど
自
慢
大
会

催 

し 

物

　

犬
童
球
渓
先
生
が
日
本
語
歌

詞
を
つ
け
た
「
旅
愁
」
の
原
曲

「D

ド
リ
ー
ミ
ン
グ

ream
ing o

オ
ブf H

ホ

ー

ム

om
e a

ア
ン
ド

nd 
M

マ

ザ

ー

other

」
を
第
65
回
犬
童
球
渓

顕
彰
音
楽
祭
の
ス
テ
ー
ジ
で
歌
っ

て
い
た
だ
く
方
を
募
集
し
ま
す
。

期
日　

11
月
13
日
㈰

時
間　

午
後
6
時
30
分
（
予
定
）

募
集
人
数　

20
人

　
　
　
　
（
市
外
の
方
も
大
歓
迎
）

申
込
期
限　

10
月
12
日
㈬

　
　
　
　
　
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
せ　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ

レ
ス

　

市
で
は
自
衛
隊
協
力
会
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
協
力

会
は
「
わ
が
国
の
防
衛
に
関
す
る

認
識
を
深
め
、
自
衛
隊
の
健
全
な

る
育
成
発
展
に
協
力
し
、
ひ
い
て

は
地
域
社
会
の
平
和
と
発
展
を
図

る
こ
と
」
を
目
的
に
昭
和
39
年
に

設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

対
象　

会
の
目
的
に
賛
同
す
る
団

体
、
法
人
お
よ
び
個
人
の
方
で
会

費
を
納
め
て
い
た
だ
け
る
方

会
費　

一
般
＝
２
０
０
円

　
　
　

団
体
・
法
人
＝
１
万
円

　
　
　

賛
助
＝
２
千
円

※
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方

期
日　

12
月
4
日
㈰

時
間　

午
前
9
時
～
午
後
2
時
30

分
（
予
定
）

場
所　

航
空
自
衛
隊
新に
ゅ
う
た
ば
る

田
原
基
地

※
当
日
は
市
か
ら
大
型
バ
ス
を
使

用
し
て
現
地
に
行
き
ま
す
。（
集

合
・
出
発
：
午
前
6
時
）

内
容　

航
空
自
衛
隊
「
新
田
原
基

地
」
航
空
シ
ョ
ー
見
学

対
象　

人
吉
市
民
で
自
衛
隊
協
力

会
員
の
方

定
員　

45
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

１
８
０
０
円

※
会
員
以
外
は
別
に
年
間
費

２
０
０
円
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法　

参
加
料
を
持
参
し
問

合
せ
先
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

11
月
25
日
㈮

問
合
せ　

人
吉
市
自
衛
隊
協
力
会

事
務
局
（
市
地
域
生
活
課
内
）

　

毎
年
、
12
月
3
日
か
ら
9
日
は

障
害
者
週
間
で
す
。
県
で
は
障
が

い
の
あ
る
方
へ
の
理
解
を
広
げ
る

た
め
「
く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー

　

歌
が
大
好
き
と
い
う
皆
さ
ん

の
、
の
ど
自
慢
大
会
で
す
。
個
性

あ
ふ
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ

の
寄
付
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

募
集
期
限　

11
月
30
日
㈬

申
込
・
問
合
せ　

人
吉
市
自
衛
隊

協
力
会
事
務
局
（
市
地
域
生
活
課

内
）

ク
」
を
開
催
し
ま
す
。

◎
県
内
の
障
が
い
者
芸
術
展
出
展

作
品
募
集

　

障
が
い
の
あ
る
方
に
よ
る
絵

画
、
書
、
陶
芸
、
工
芸
な
ど
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
さ
れ
た

作
品
は
11
月
29
日
㈫
～
12
月
4
日

㈰
に
県
立
美
術
館
分
館
で
開
催
さ

れ
る「
県
内
の
障
が
い
者
芸
術
展
」

で
展
示
さ
れ
ま
す
。

申
込
期
限　

10
月
28
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

熊
本
県
身

体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会

（
〒
８
６
０
‐
０
８
４
２
熊
本
市

南
千
反
畑
３
‐
７
県
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
、
☎
０
９
６
‐
３
５
４

‐
７
３
７
１
、
ＦＡＸ
０
９
６
‐

３
５
４
‐
４
１
３
６
）

◎
び
ぷ
れ
す
広
場
ふ
れ
あ
い
路
上

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
参
加
者
募
集

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
、
障
が
い

の
あ
る
方
を
応
援
す
る
思
い
の
あ

る
方
に
よ
る
合
唱
、
バ
ン
ド
演

奏
、
ダ
ン
ス
、
パ
ン
ト
マ
イ
ム
な

ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
12
月
10

日
㈯
に
熊
日
会
館
び
ぷ
れ
す
広
場

で
披
露
し
て
く
れ
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

申
込
期
限　

10
月
28
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

エ
ッ
グ
ス　

地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
（
〒
８
６
１

‐
３
９
２
２
上
益
城
郡
山
都
町
二

瀬
本
60
、
☎
・
ＦＡＸ
０
９
６
７
�

０
０
８
７
）

人
吉
城
歴
史
館
特
別
展

「
愛
郷
詩
人
・
犬
童
球
渓
」

　

人
吉
の
偉
人
・
犬
童
球
渓
の
残

し
た
手
紙
な
ど
の
遺
品
を
中
心
に

球
渓
の
人
間
像
に
迫
り
ま
す
。

期
日　

10
月
12
日
㈬
～
12
月
11
日

㈰場
所　

人
吉
城
歴
史
館
特
別
展
示

室入
館
料　

一
般
＝
２
０
０
円
、
団

体
（
20
人
以
上
）
＝
１
５
０
円
、

高
校
生
以
下
＝
無
料

開
館
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5

時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　

第
２
月
曜
日

問
合
せ　

人
吉
城
歴
史
館

人
吉
准
看
護
学
院

入
学
試
験

試　
　

験

受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
（
卒
業

見
込
み
）
以
上

試
験
科
目　

国
語
、
数
学
、
作
文
、

面
接

※
25
歳
以
上
は
作
文
と
面
接
の
み

【
前
期
募
集
】

願
書
受
付　

11
月
21
日
㈪
～
12
月

２
日
㈮

試
験
日　

12
月
11
日
㈰

【
後
期
募
集
】

願
書
受
付　

平
成
24
年
１
月
４
日

㈬
～
13
日
㈮

試
験
日　

平
成
24
年
１
月
22
日
㈰

募
集
人
員　

40
人

問
合
せ　

人
吉
准
看
護
学
院

　
　
　
　
（
☎
�
２
９
６
２
）

い
。

期
日　

10
月
30
日
㈰

時
間　

午
後
1
時
開
場

　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
演

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
小

ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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昨年の様子

人吉の旬な情報をホームペー
ジで配信しています。
　市ホームページのトップか
ら、左下にある↓のバナーか
らご覧ください。

「百花繚欄 人吉」
インターネットで配信中

　作者一人一人が技巧を凝らして、美を創造・
表現した作品の展示です。

期　日　10月29日(土) ～ 11月3日(木)
時　間　午前９時～午後５時

　　※29日のみ午前10時30分～午後5時
場　所　人吉スポーツパレス
入場料　無料
内　容　一般公募の入賞・入選作品、会員・

会友の作品、生徒作品展

人 吉 球 磨 総 合 美 展

第58回

問合せ　人吉カルチャーパレス
　　　　（☎２４ ‐ ３３１１）

　
「
仕
事
の
都
合
で
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
」「
忘
れ
て
い
た
」
な
ど

の
理
由
で
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な

健　
　

康

◆
10
月
25
日
㈫

【
万
江
病
院
】

・
午
前
10
時
～
11
時
30
分

・
午
後
０
時
30
分
～
４
時

◆
10
月
27
日
㈭

【
市
役
所
】

・
午
前
９
時
～
正
午

・
午
後
１
時
～
４
時

問
合
せ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

増
進
係

期
日　

10
月
30
日(

日)

　

10
月
17
日
㈪
～
23
日
㈰
は
行
政

相
談
週
間
で
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
行
政
相
談
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

期
日　

10
月
25
日
㈫
・
26
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
市
民
課
く
ら
し
安
心
相
談
係

内
）

相　
　

談

期
日　

10
月
8
日
㈯
・
9
日
㈰

時
間　

午
前
9
時
～

場
所　

湧
水
町
吉
松
体
育
館
（
鹿

児
島
県
姶
良
郡
湧
水
町
中
津
川

６
０
７
）

内
容　

受
刑
者
の
文
芸
作
品
な
ど

の
展
示
、
更
生
保
護
女
性
連
盟
な

ど
に
よ
る
バ
ザ
ー
、
刑
務
所
作
業

製
品
の
展
示
即
売
な
ど

問
合
せ　

鹿
児
島
刑
務
所
（
☎

０
９
９
５
�
２
０
２
５
）

期
日　

11
月
６
日
㈰

時
間　

午
前
８
時
50
分
～
午
後
３

時場
所　

人
吉
市
図
書
館

内
容　

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
本
の
貸

し
出
し
・
返
却
の
実
習
と
体
験
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
練
習
、
本

の
修
理
、
書
棚
の
整
理

対
象　

人
吉
球
磨
在
住
で
小
学
生

以
上
の
方
（
団
体
で
の
申
し
込
み

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）

募
集
人
数　

５
人
程
度
（
抽
選
）

申
込
方
法　

図
書
館
に
備
え
付
け

て
あ
る
申
込
用
紙
で
直
接
申
し
込

む
か
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

相
良
藩
寺
子
屋　
「
人
吉
忍

た
ま
道
場
」
受
講
生
募
集

人
吉
市
図
書
館

一
日
司
書
体
験

鹿
児
島
矯
正
展

消
費
生
活
な
ん
で
も

相
談
会

特
設
行
政
相
談

特
定
健
康
診
査

追
加
健
診
の
お
知
ら
せ

愛
の
献
血
♥

　

相
良
７
０
０
年
の
歴
史
あ
る
人

吉
城
跡
で
忍
法
体
験
を
し
よ
う
！

期
日　

10
月
22
日
㈯

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分場
所　

人
吉
城
跡
三
の
丸
広
場

対
象　

市
内
小
学
４
～
6
年
生

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

募
集
期
間　

10
月
3
日
㈪
～
20
日

㈭申
込
・
問
合
せ　

市
社
会
教
育
課

生
涯
学
習
係

さ
い
。

申
込
期
間　

10
月
3
日
㈪
～
21
日

㈮申
込
・
問
合
せ　

市
図
書
館

い
方
は
、
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

【
健
診
車
】

期
日　

10
月
29
日
㈯
～
31
㈪

場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

【
医
療
機
関
】

期
日　

11
月
1
日
㈫
～
30
日
㈬

実
施
医
療
機
関　

保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

増
進
係
（
☎
�
８
０
１
０
）

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

場
所　

人
吉
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

対
象　

人
吉
球
磨
地
域
の
住
民

で
、
契
約
問
題
や
多
重
債
務
問
題

な
ど
で
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方

※
無
料
。
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
が
予
約
が
あ
れ
ば
優
先
し
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ　

市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
市
市
民
課
く
ら
し
安
心

相
談
係
内
）

子ども手当は、中学校修了前までの子どもを養育している方に支給されます。10月以降の子ども手当は次のとおり
変更されます。

手当の内容

支給対象　中学校修了前の子ども（平成８年４月２日以降に生まれた方）
支 給 額　０歳～３歳未満　月額15,000円

３歳～小学校修了前（第１子、第２子）　月額10,000円
　　　　　　　　　　〃　　　　（ 第 ３ 子 以 降 ）　月額15,000円

　　　　　　中学生　月額１万円
　所得制限　なし
　支払日　　平成24年２月７日（火）、６月７日（木）

現在、子ども手当を受給している方も、 
新たに申請（認定請求書の提出）が必要です。

◆現在、子ども手当を受給している方には、子ども手当の認定
請求書を郵送します。送付時期については後日お知らせします。
　ただし、子どもと別居している場合は、市で把握ができず認
定請求書を郵送できない場合があります。支給の対象となるか
どうかご不明な場合は、お問い合わせください。
◆公務員の方には、勤務先から支給されます。勤務先にお尋ねください。

※平成24年１月14日（金）までに申請手続きをしていただいた方には、２月７日（火）に支給します。それ以降に
手続きをされた方には、毎月25日に支給します。

申請期間

　●10月１日時点で、子ども手当の受給資格がある方
　　⇒平成24年３月31日までに認定請求をした場合は10月から支給します。
　●転入・出生などで、10月１日～平成24年２月29日の間に子ども手当の受給資格が発生した方

⇒転入・出生などの受給資格が発生した日の次の日から数えて15日以内に認定請求をした場合は、受給資格が
発生した月の翌月分から支給します。ただし、請求が遅れると、さかのぼって支給できませんので、ご注意
ください。

問合せ　市福祉課児童福祉係（☎２２-２１１１内線１１４５・１１４６）
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「
い
い
仕
事
し
て
ま
す
ね
」

第6回 幸
し あ わ せ

福 追 求 人 間 学 講 座

「開運！なんでも鑑定団」でおなじみ

中 島 誠 之 助 講 演 会
「 あ な た に も 分 か る ホ ン モ ノ と ニ セ モ ノ」

期日／ 10月26日㈬
開場／午後６時30分
開演／午後７時

会場／カルチャーパレス大ホール
講師／中島 誠之助（古美術鑑定家）

講師プロフィール
なかじま・せいのすけ／ 1938年、東京生まれ。
古伊万里など東洋古陶磁器の魅力を世に広める。
古美術商40年の経験を生かして、古美術鑑定家として活躍する。テレビ「開運！なんでも鑑定団」にレギュ
ラー鑑定士として出演、鋭い鑑定眼と歯切れのよい江戸っ子トークでお茶の間の人気者に。「いい仕事して
ますね」の名文句で“96年ゆうもあ大賞”を受賞。著書に「ニセモノ師たち」（講談社）、「骨

こっとう

董掘り出し人生」
（朝日文庫）、「やきもの百科」（淡交社）など多数。

入場無料ですが、整理券が必要です。希望者は市社会教育課生涯学習係（市役所別館２階）、市役所１階総合案内窓口、またはお近
くのコミセン（東西・東間・西瀬・中原・大畑）までお越しください。
問合せ　市社会教育課生涯学習係（☎２２－２１１１内線５２３６）

人
吉
市
制
施
行
70
周
年
記
念

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
決
定
！

　

本
市
は
、
平
成
24
年
２
月
11
日
に
市
制
施

行
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
市
制
施
行
70
周
年
を
記
念
す

る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
全
国
か
ら
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
県
内
外
か
ら
１
０
１
作
品
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
（
最
年
少
12
歳
、
最
高
齢
76

歳
）。
そ
し
て
、
人
吉
高
校
と
球
磨
工
業
高

校
の
美
術
部
員
各
２
人
と
市
職
員
に
よ
る
第

一
次
選
定
、
田
中
市
長
と
髙
橋
副
市
長
に
よ

梅村 元彦さん・71歳
（愛知県春日井市・デザイナー）

「人吉の頭文字の『人』と『70』をモチーフと
して、市民が笑顔でお祝いをしているイメージ
です。人吉市の70周年記念ということで、楽
しい記念行事ができるようにマークで楽しさを
表現しました」

最優秀賞　シンボルマーク採用作品

る
第
二
次
選
定
会
を
経
て
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

決
定
し
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
つ
い
て

は
、
記
念
グ
ッ
ズ
、
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど

啓
発
の
た
め
の
媒
体
、
記
念
誌
、
市
が
発
送

す
る
通
知
文
や
封
筒
、
各
記
念
事
業
な
ど
の

際
に
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

問
合
せ　

市
企
画
課
企
画
政
策
係

　
　
　
　
（
☎
�
２
１
１
１
内
線
２
２
２
５
）

「１枚のはがき」からの男女共同参画  

「男の人も女の人も、子どもからお
年寄りまで、自分の個性を大切にし
てみんな仲良く生きていくことが大
事だと思って描きました。あまり賞
は取ったことがないので、選ばれて
うれしいです」

上原 美
み よ こ

陽子さん（第二中２年）

塩谷 結
ゆ う か

香さん（人吉東小６年）

岡田 菜
な な え

々恵さん（人吉高１年）

斉藤 千
ち か こ

加子さん（第二中２年） 山口 翔
しょうた

太さん（九州技専高等課程１年）

西川 奈
な な

那さん（第三中２年）

蓮尾 千
ち ひ ろ

弘さん（第一中３年）

千代村 春
は る か

花さん（中原小３年）

優秀賞［10点］

沢田 志
し お ん

苑さん
（人吉東小４年）

橋本 隼
しゅんすけ

翼さん（東間小１年）木村 淳
あ つ き

貴さん（東間小１年）

入賞作品発表

市では、今年も６月23日から29日までの「男女共同参画週間」にちなみ、男女共同参画を題材にしたひと言
メッセージや絵手紙、イラストなど「１枚のはがき」で表現した作品を募集しました。その結果、昨年を大幅に
上回る1,476作品の応募があり、最優秀賞１点、優秀賞１0点が決定しましたのでご紹介します。なお、入賞者
は11月27日にカルチャーパレスで行われる「人権を大切にするまちづくりフェスティバル」で表彰します。

最優秀賞 ［1点］ （☎２２－２１１１内線２１１５）
問合せ　市地域生活課男女共同参画推進室

受賞
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平成 22 年度の主な事業

▲

人吉駅前広場整備工事
…１億４，９９０万円
　人吉駅前の交通結接点としての機能を高め、観
光都市としてふさわし
い玄関口となるように
環境整備工事を行いま
した。

▲

ICT絆プロジェクト事業
…２億３，２３９万円
　各小学校への電子黒板・タブレットパソコンの
充実や、無線LAN環境
整備などにより、ICT
を活用できる教育環境
が整いました。

※ICT…Information and Communication 
Technology＝情報通信技術

▲

太陽光発電設備・冷暖房設備等設置改修事業
…８億３６２万円
　各小・中学校に太陽光発電設備を設置し、教育
現場での低炭素社会を
実現。また、冷暖房設
備の設置・改修により、
児童の快適で安心・安
全な学校生活環境が整
いました。

▲

地域情報通信基盤整備事業
…２億４，６９０万円
　高速インターネットなどのサービスが提供され
ていない地域に光ケー
ブルの敷設などを行い、
環境を整備することで情
報通信の格差を解消する
ことができました。

▲

子ども手当支給事業
…５億６，０８５万円
　「次世代の社会を担う子ども一人一人の育ちを
社会全体で応援する」ことおよび「子育ての経済
的負担を軽減し、安心して出産し、子どもが育て
られる社会をつくる」ことを目的に創設された制
度で、４月から子ども一人につき１万３千円を支
給し子育て世帯の経済的負担軽減を図りました。

　

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
や
国

庫
支
出
金
、
県
支
出
金
な
ど
が
前

年
よ
り
増
加
し
、
市
税
や
繰
入
金

な
ど
が
減
少
し
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
雇
用
機
会
の

創
出
や
地
域
活
性
化
に
対
す
る
交

付
金
の
創
設
、
特
別
交
付
税
の
増

加
に
よ
り
前
年
に
比
べ
約
６
㌫

（
約
２
億
８
９
０
０
万
円
）
増
え

て
い
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
国
の
経
済
危

機
対
策
や
子
ど
も
手
当
て
の
創
設

な
ど
で
、前
年
に
比
べ
約
26
㌫（
約

７
億
６
０
０
万
円
）
増
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
支
出
金
も
雇
用
機

会
を
創
出
す
る
事
業
に
取
り
組
ん

　

歳
出
で
は
、
前
年
に
比
べ
民
生

費
、
商
工
費
、
教
育
費
な
ど
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
費
は
子
ど
も
手
当
て
の
創

設
な
ど
で
約
４
億
４
７
０
０
万
円

増
加
し
て
お
り
、
歳
出
全
体
の
約

35
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。　

　

商
工
費
は
民
間
企
業
に
よ
る
高

速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
な

ど
が
提
供
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
地

域
の
環
境
整
備
な
ど
の
た
め
約

１
億
９
３
０
０
万
円
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

教
育
費
は
、
太
陽
光
発
電
設

備
お
よ
び
空
調
設
備
の
設
置
や

I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）
を

活
用
し
た
教
育
の
環
境
整
備
を

行
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
約

８
億
５
２
０
０
万
円
増
え
て
い
ま

す
。

だ
こ
と
な
ど
に
伴
い
、
前
年
に
比

べ
約
６
㌫
（
約
６
９
０
０
万
円
）

の
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

市
税
は
、
長
引
く
経
済
の
低
迷

や
人
口
の
減
少
で
前
年
に
比
べ
約

８
４
０
０
万
円
減
少
し
歳
入
全
体

の
約
22
㌫
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。
人
吉
市
の
自
主
財
源
（
市
税

や
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
人
吉
市

が
自
主
的
に
確
保
で
き
る
財
源
）

は
歳
入
全
体
の
31
㌫
と
年
々
減
少

す
る
傾
向
に
あ
り
、
依
然
と
し
て

国
か
ら
の
地
方
交
付
税
な
ど
の
依

存
財
源
に
頼
っ
て
い
る
状
況
で

す
。

自主財源　市町村が自ら確保できる財源。財政の安定性
を示す一つの尺度

依存財源　国や県の意思決定に基づいて配分される財源
市税　市民税・固定資産税・軽自動車税など、市民・

事業所から納められる税金
地方交付税　行政サービスをどの自治体で受けても同水

準になるように、国が財政状況に応じて配
分するお金

国庫支出金　特定の事業を行うため国から交付されるお金
県支出金　特定の事業を行うため県から交付されるお金
市債　特定の事業を行うため借り入れるお金

民生費　子どもや高齢者などの福祉サービスに使うお金
教育費　小・中学校や生涯学習などに使うお金
総務費　庁舎や財産の維持管理、税の徴収、選挙、窓

口業務など、市の全般的な運営管理に使うお金
衛生費　健康診断やごみ処理などに使うお金
公債費　市の借金（市債）を返済するお金
土木費　道路や橋、河川、公営住宅などの整備や維持管

理に使うお金
商工費　商工業や観光の振興などに使うお金
消防費　消防組合への負担金や、消防団活動に使うお金
農林水産業費　農業・林業の振興のために使うお金

平
成
22
年
度
　
決
算
報
告

平
成
22
年
度
普
通
会
計
歳
入
額
は

１
６
９
億
２
１
５
１
万
１
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較

し
て
11
億
４
０
３
５
万
２
千
円
の
増
。
歳
出
額
は

１
６
３
億
６
４
６
４
万
４
千
円
で
、
前
年
度
よ
り

11
億
４
９
６
３
万
１
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
差
額
は
５
億
５
６
８
６
万
７
千
円
の
プ

ラ
ス
で
、
前
年
度
に
比
べ
９
２
７
万
９
千
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
、
人
吉
市
に
入
っ
た
お
金
、
使
っ
た
お
金
を
説
明
し
ま
す
。

■
歳 

出
（
使
っ
た
お
金
）

■
歳 

入　
（
入
っ
た
お
金
）

169億

市税（22.2％）
37億6,294万
　　　　　4千円

その他
【使用料など】
　　（9.0％）

地方交付税（29.7％）
50億2,675万3千円

国庫支出金
（20.3％）
34億3,148万
　　　 3千円

県支出金（7.6％）
12億8,030万6千円

市債（7.4％）
12億5,192万2千円

その他【交付金など】（3.8％）
6億5,291万2千円

2,151万1千円

歳 入

自
主

財

源

31

依

存

財
源

％

68.8 ％

163億
6,464万4千円

歳 出

民生費（34.6％）
56億5,989万
　　　　　6千円

教育費（13.0％）
21億3,033万
　　　　　1千円総務費（11.2％）

18億3,245万
　　　　　4千円

衛生費（9.7％）
15億8,974万4千円

公債費（9.6％）
15億7,414万
　　　　7千円

土木費（9.4％）
15億2,971万円

商工費（4.3％）
7億179万5千円

消防費（3.0％）
4億9,729万1千円

農林水産業費（2.9％）
4億7,230万7千円

その他【労働費・議会費など】（2.3％）
3億7,696万9千円

15億1,519万1千円

2
・

■特集　決算報告

昨
年
度
の
財
源
の
状
況
と
お
金
の
使
い
道
を
、
普
通
会
計
を
中
心
に
報
告
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
決
算
を
も
と
に
作

成
し
た
市
の
財
政
状
況
を
併
せ
て
説
明
し
ま
す
。
平
成
22
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
の
決
算
特
別
委
員
会
で

審
議
さ
れ
、
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
の

健
全
性
を
確
認
す
る
た
め
の
モ
ノ

サ
シ
と
し
て「
健
全
化
判
断
比
率
」

と
「
資
金
不
足
比
率
」
が
あ
り
ま

す
。
平
成
22
年
度
決
算
に
お
け
る

本
市
の
状
況
は
、
前
年
度
に
引
き

続
き
健
全
化
判
断
比
率
、
資
金
不

足
比
率
と
も
に
、「
黄
信
号
」
で

あ
る
早
期
健
全
化
基
準
な
ど
を
下

回
っ
て
お
り
、
お
お
む
ね
健
全
な

状
態
で
す
。
し
か
し
、
今
後
も
財

政
状
況
が
悪
化
し
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率

　

健
全
化
判
断
比
率
と
は
、
本
市

の
財
政
状
況
が
ど
の
水
準
に
あ
る

か
を
示
す
も
の
で
、「
実
質
赤
字

比
率
」「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」「
実

質
公
債
費
比
率
」「
将
来
負
担
比

率
」
の
４
つ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
数
値
が
一
定
値
（
早
期
健
全

化
基
準
＝
黄
信
号
）
や
財
政
再
生

基
準
＝
赤
信
号
）
を
上
回
る
と
、

「
財
政
状
態
が
健
全
で
は
な
い
」

と
判
断
さ
れ
、
健
全
化
に
向
け
た

計
画
の
作
成
な
ど
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
す
。

　

①
「
実
質
赤
字
比
率
」
は
一
般

会
計
な
ど
に
赤
字
額
が
あ
る
場
合

の
赤
字
の
程
度
を
表
す
も
の
で
す
。

　

②
「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」
は

一
般
会
計
な
ど
に
、
特
別
会
計
と

公
営
企
業
会
計
を
加
え
た
市
全
体

で
赤
字
額
が
あ
る
場
合
に
赤
字
の

程
度
を
表
す
も
の
で
す
。

　

実
質
赤
字
比
率
や
連
結
実
質
赤

字
比
率
が
表
れ
た
場
合
は
、
深
刻

な
財
政
状
況
で
す
。
本
市
の
平
成

22
年
度
決
算
は
全
会
計
と
も
赤
字

額
が
な
い
た
め
両
比
率
と
も
数
値

が
算
出
さ
れ
ず
、
問
題
の
な
い
財

政
状
況
で
し
た
。

　

③
「
実
質
公
債
費
比
率
」
は
、

借
入
金
の
返
済
額
（
公
債
費
）
な

ど
が
財
政
規
模
に
対
し
て
ど
れ
く

ら
い
か
を
表
し
た
も
の
で
す
。
本

市
は
10
・
5
％
で
早
期
健
全
化
基

準
（
黄
信
号
）
を
大
き
く
下
回
る

と
と
も
に
、
平
成
21
年
度
よ
り
0.9

減
少
し
、
健
全
な
状
況
と
言
え
ま

す
。

　

④
「
将
来
負
担
比
率
」
は
、
借

入
金
の
返
済
額
な
ど
、
市
が
将
来

支
払
う
負
債
が
財
政
規
模
に
対
し

て
ど
れ
く
ら
い
か
を
表
す
も
の
で

す
。
本
市
は
62
・
0
％
で
平
成
21

年
度
か
ら
15
・
8
減
少
し
て
い
ま

す
。
こ
の
数
値
は
早
期
健
全
化
基

準
を
大
き
く
下
回
り
、
健
全
な
状

態
と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
借
入
金
に
頼
っ

た
事
業
を
拡
大
さ
せ
る
と
、
こ
の

比
率
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
将
来
負
担
比
率
は
、

現
状
を
単
純
に
計
る
の
で
は
な

く
、
将
来
を
見
据
え
た
財
政
運
営

の
指
針
と
し
て
と
ら
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

■人吉市の⑤資金不足比率（単位：％）

会　　計　　名 比率 経営健全化基準

水道事業特別会計 −

20.0
公共下水道事業特別会計 −

工業用地造成事業特別会計 −

国民宿舎特別会計 −
※表の中の「–」は資金不足がないことを表します。

※表の中の「–」は実質赤字および連結実質赤字がないことを表します。
（　）内は平成21年度決算に基づく数値を記載しています

■人吉市の健全化判断比率（単位：％）　 　黄信号のライン　赤信号のライン

区　　分
健全化

判断比率
前年度

との比較
早期健全化

基準
財政再生

基準

①実質赤字比率 − − 13.48 20.00
②連結実質赤字比率 − − 18.48 35.00

③実質公債費比率
10.5

（11.4）
△ 0.9 25.0 35.0

④将来負担比率
62.0

（77.8）
△ 15.8 350.0

資
金
不
足
比
率

　

⑤
「
資
金
不
足
比
率
」
は
、
上

水
道
事
業
な
ど
の
公
営
企
業
の
資

金
不
足
が
あ
る
場
合
、
そ
の
資
金

不
足
額
が
事
業
規
模
に
対
し
て
ど

れ
く
ら
い
か
を
表
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど

公
営
企
業
の
経
営
状
態
に
問
題
が

あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
人
吉
市

に
は
４
つ
の
公
営
企
業
が
あ
り
ま

す
が
、
す
べ
て
資
金
不
足
額
は
な

い
た
め
数
値
は
算
出
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

【
問
合
せ
】
市
財
政
課
財
政
係

☎
２
２
―
２
１
１
１

内
線
２
１
３
１

財政の健全性
本市の平成22年度決算に基づく
健全化判断比率と資金不足比率は
次のとおりとなりました。

■特集　決算報告

■地方債及び債務負担行為による実質的な将来負担の状況

区　　分 平 成 22 年 度
（千円）

平成 21 年度
（千円）

増減額
（千円）

増減率
（％）

前年度
増減率（％）

地方債 ( 市債 ) 現在高　A 14,217,904 14,295,943 ▲ 78,039 ▲ 0.5 ▲ 1.7

債務負担行為額　B 5,238,503 5,619,167 ▲ 380,664 ▲ 6.8 ▲ 7.9

積立金現在高　　C 2,361,699 2,187,712 173,987 8.0 ▲ 3.4

内　

訳

財政調整基金 853,242 652,323 200,919 30.8 　0.3

減債基金 1,002,754 1,001,817 937 0.1 0.2

その他特定目的基金 505,703 533,572 ▲ 27,869 ▲ 5.2 ▲ 13.2

実質的な将来負担 (A+B-C) 17,094,708 17,727,398 ▲ 632,690 ▲ 3.6 ▲ 3.5

■積立金の増減額

区　　分
積立額

（千円）
取崩し額
（千円）

積立金増減額
（千円）

積立金総額 218,552 44,565 173,987

内　
　

訳

財政調整基金 200,919 0 200,919

減債基金 937 0 937

その他特定目的基金 16,696 44,565 ▲ 27,869

将
来
の
負
担

地
方
債
（
市
債
）
は
、
地

方
公
共
団
体
が
資
金
調
達
の
た

め
に
負
担
す
る
債
務
で
、
複
数

年
度
か
け
て
返
済
を
行
う
、
い

わ
ば
市
の
借
金
で
す
。
ま
た
、

あ
る
事
業
や
事
務
が
２
年
度
以

上
に
わ
た
り
、
完
了
す
る
ま
で

毎
年
度
支
出
（
負
担
）
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を
債
務

負
担
行
為
と
い
い
ま
す
。
市
債

と
債
務
負
担
行
為
は
将
来
に
わ

た
っ
て
必
ず
支
出
（
負
担
）
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
、

財
政
上
で
は
「
実
質
的
な
将
来

の
財
政
負
担
」
と
い
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
市
債
の
現
在

高
、
債
務
負
担
行
為
額
が
そ
れ

ぞ
れ
減
少
し
た
た
め
、
人
吉
市

の
実
質
的
な
将
来
の
財
政
負
担

は
平
成
21
年
度
末
に
比
べ
る
と

６
億
３
２
６
９
万
円
減
少
し
、

１
７
０
億
９
４
７
０
万
８
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
民

１
人
当
た
り
約
47
万
９
千
円
を

負
担
す
る
計
算
と
な
り
ま
す

（
平
成
23
年
３
月
末
の
人
口
で

計
算
）。

市
の
預
金

　

積
立
金
は
、
い
わ
ば
人
吉
市

の
預
金
と
な
る
も
の
で
す
。
積

立
金
に
は
、
予
期
し
な
い
収
入

の
減
少
や
支
出
の
増
加
な
ど
に

備
え
て
財
源
に
余
裕
が
あ
る
年

度
に
積
み
立
て
て
お
く
「
財
政

調
整
基
金
（
財
政
調
整
積
立

　

こ
の
よ
う
に
、
平
成
22
年
度

で
は
人
吉
市
の
財
政
負
担
は
減

少
し
、
積
立
金
は
増
加
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
今
後
の
人
口

構
造
の
変
化
や
経
済
状
況
な
ど

を
考
え
る
と
人
吉
市
の
収
入
は

横
ば
い
、
ま
た
は
減
少
と
な
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
市
の
財
政
状
況
を
考
慮

し
な
が
ら
、
限
り
あ
る
財
源
を

有
効
活
用
す
る
た
め
に
よ
り
一

層
事
業
の
効
率
化
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

将来の負担と預金
本市の平成22年度決算に基づく
実質的な将来の財政負担と、
基金（預金）の状況です。

金
）」
と
、
経
済
状
況
な
ど
で

財
源
が
不
足
す
る
場
合
に
備

え
、
市
債
の
返
済
に
充
て
る
た

め
積
み
立
て
る
「
減
債
基
金
」

が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
に
は
、「
そ
の

他
特
定
目
的
基
金
」
で
あ
る
人

吉
球
磨
地
域
交
通
体
系
整
備
基

金
の
取
り
崩
し
を
行
い
ま
し
た

が
、
財
政
調
整
基
金
に
２
億

円
の
積
立
て
を
行
っ
た
こ
と

で
、
平
成
21
年
度
末
に
比
べ
る

と
１
億
７
３
９
８
万
７
千
円
増

加
し
、
23
億
６
１
６
９
万
９
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
１

人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
約

６
万
６
千
円
と
な
り
ま
す
。

■地方債および債務負担行為等による実質的な将来の財政負担の推移

①
実
質
赤
字
比
率
―
一
般
会
計
な

ど
の
赤
字
を
み
る
…

②
連
結
実
質
赤
字
比
率
―
全
会
計

の
赤
字
を
み
る
…

③
実
質
公
債
費
比
率
―
借
金
な
ど

の
財
政
負
担
を
み
る
…

④
将
来
負
担
比
率
―
将
来
の
負
担

程
度
を
み
る
…

⑤
資
金
不
足
比
率
―
公
営
企
業
の

赤
字
を
み
る
…

地方債現在高

債務負担行為額

積立金現在高

（年度）
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市社会教育課

詳細は市ホームページから 検 索ラッソ

はい、こちら

消費生活
センター

です
人吉市消費生活センター
☎２２–２１１１内線1215・1216

Consumption life center

 市地域生活課危機管理係（☎㉒２１１１内線２１１２ 消防団担当者）まで

ようこそ としょかんへ！

問 図書館　☎２４–３５１８

人吉市図書館
場　所：人吉カルチャーパレス内
開館日：火曜日～日曜日、祝日
休館日：月曜日（祝日に当たる
場合は、その翌日）、年末年始

（12月29日～１月３日）

今
月
は
「
教
室
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
で
す Vol.28

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
総
合
型
ク
ラ
ブ
）

「
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
・
ラ
ッ
ソ
人
吉
」
の
お
知
ら
せ
窓

口
で
す
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
「
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
は
樫

（
か
し
）」「
ラ
ッ
ソ
は
絆（
き
ず
な
）」と
い
う
意
味
で
す
。

誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
楽
し
み
、「
ひ

と
づ
く
り
」・「
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
こ
と
を
ク

ラ
ブ
の
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

３
歳
で
ぜ
ん
そ
く
を
患
い
、
そ

の
後
も
重
度
の
ぜ
ん
そ
く
と
付

き
合
い
な
が
ら
、
長
野
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
清
水
宏
保
。
彼
は
、
ど
の
よ

う
に
ぜ
ん
そ
く
と
向
き
合
い
、

克
服
し
た
の
か
？
実
体
験
を
も

と
に
ぜ
ん
そ
く
に
勝
つ
１
０
０

の
新
常
識
を
紹
介
し
ま
す
。

清
し み ず

水 宏
ひろやす

保／ぴあ

ぜんそく力
ぜんそくに勝つ100の新常識

い
ず
み
よ
う
ち
え
ん
に
、
夜
が
き

ま
し
た
。
園
庭
に
は
、
昼
間
と
は

全
く
違
っ
た
生
き
も
の
た
ち
が
集

ま
っ
て
き
ま
す
。
夜
し
か
咲
か
な

い
花
、
夜
に
飛
び
回
る
昆
虫
、
そ

れ
を
食
べ
に
や
っ
て
く
る
ニ
ホ
ン

ヤ
モ
リ
、カ
エ
ル
、ほ
乳
類
な
ど
、

日
中
と
は
ま
る
で
違
う
動
植
物

の
世
界
が
広
が
り
ま
す
。

佐
さ さ き

々木 洋
ひろし

／講談社

よるの　えんてい

新
刊
案
内 (

９
月
の
新
刊
か
ら)

児童

一般

10月の休館日
３日、11日、17日、24日、31日

　
「
片
づ
け
て
も
、
ま
た
散
ら
か
し

て
し
ま
う
…
…
」
片
づ
け
の
リ
バ

ウ
ン
ド
、
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
こ

の
本
は
、
片
づ
け
の
メ
ン
タ
ル
面
、

順
序
、
方
法
な
ど
を
全
部
教
え
て

く
れ
る
、
今
ま
で
の
常
識
を
覆
す

１
冊
で
す
。 

読
み
な
が
ら
、
共
感

と
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
連
続
で
す
。

　

大
事
な
の
は
、
自
分
が
心
と
き

め
く
も
の
し
か
置
か
な
い
こ
と
。

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
片
づ

け
後
は
、
要
ら
な
い
モ
ノ
が
な
く

な
っ
て
、
自
分
の
好
き
な
も
の
だ

け
に
囲
ま
れ
る
生
活
。
そ
し
て
何

を
さ
わ
っ
て
も
幸
せ
な
気
分
に
な

れ
る
生
活
。
さ
ぁ
、
今
日
か
ら
家

中
の
モ
ノ
に
対
し
て
、
と
き
め
き

チ
ェ
ッ
ク
！
片
づ
け
を
し
て
人
生

に
片
を
付
け
る
。
素
敵
な
魔
法
が

か
か
り
ま
す
よ
。

近藤 麻理恵／
サンマーク出版

人生がときめく
片づけの魔法

立岡 真由美さん

この本よかばい！

今
月
の
紹
介
者

人吉市図書館

　

平
成
23
年
度
は
、
東
西
コ
ミ
セ
ン
や
学
校
体
育
館
、

ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
な
ど
９
会
場
で
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
11
教
室
、
文
化
教
室
３
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

教
室
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
年
間
を
通
し
て
週

１
回
か
ら
月
２
回
程
度
開
催
さ

れ
、
２
０
０
人
を
超
え
る
会
員

の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
参
加
し
て

い
ま
す
。「
興
味
が
あ
る
の
で
一

度
見
て
み
た
い
」「
ク
ラ
ブ
に

入
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
み

た
い
け
れ
ど
、
ど
う
い
っ
た
内

容
な
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
い

う
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
教
室
を
ご

見
学
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
か
ら
ク
ラ
ブ
に

加
入
さ
れ
る
場
合
の
平
成
23
年

度
年
会
費
（
傷
害
保
険
料
を
含

む
）
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

加入月 一般 ジュニア ファミリー

11月まで 9,000円 4,000円 13,000円

12月以降 8,000円 3,000円 11,000円
受付が終了した教室もあります。詳しくはお問い合
わせください。

～
貴
金
属
の
買
い
取
り
の
訪
問
に
は

十
分
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
！
～

　

最
近
、
消
費
者
の
自
宅
を
訪
問
し
、
金

や
プ
ラ
チ
ナ
な
ど
の
貴
金
属
を
買
い
取
る

と
い
う
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
が
全
国

の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
人
吉
市
内
で
も
同
様
の
事
案
が

発
生
し
ま
し
た
。

　

全
国
の
相
談
で
は
、
消
費
者
が
業
者
か

ら
「
貴
金
属
の
買
い
取
り
を
す
る
」
と
電

話
で
言
わ
れ
来
訪
を
承
諾
し
た
と
い
う

ケ
ー
ス
や
、
不
意
に
訪
問
し
て
き
た
業
者

か
ら
買
い
取
り
を
勧
誘
さ
れ
、
冷
静
に
判

断
で
き
な
い
ま
ま
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た

と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
中
に
は
、

高
齢
者
が
１
人
で
自
宅
に
い
る
と
こ
ろ
を

突
然
業
者
に
訪
問
さ
れ
、
怖
い
の
で
言
わ

れ
る
ま
ま
自
宅
に
あ
っ
た
貴
金
属
を
渡
し

て
し
ま
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し

た
。

　

人
吉
市
の
場
合
で
は
、
業
者
が
名
前
も

告
げ
ず
に
玄
関
先
で
し
ば
ら
く
立
っ
た
ま

ま
、
中
の
様
子
を
う
か
が
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。
そ
こ
で
、
強
く
用
件
を
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
貴
金
属
の
買
い
取
り
の
た
め
の

訪
問
で
あ
っ
た
こ
と
を
告
げ
た
の
で
、
す

ぐ
に
断
り
、
特
に
被
害
は
無
か
っ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

自
宅
を
訪
問
し
た
業
者
に
貴
金
属
な
ど

を
渡
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の
後
返
品
を
求

め
て
も
取
り
戻
せ
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
ま
た
、
返
品
を
求
め
よ
う
と
し
て

も
、
業
者
は
連
絡
先
が
わ
か
る
よ
う
な
書

類
を
渡
さ
な
い
た
め
、
業
者
と
連
絡
が
取

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
訪
問
し
て
貴
金
属
を
買
い

取
る
商
法
は
、
特
別
商
取
引
法
の
規
制
を

受
け
な
い
と
考
え
ら
れ
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

業
者
が
目
的
を
告
げ
ず
訪
問
し
て
き
た

り
、
長
く
居
座
っ
た
り
す
る
場
合
は
、
警

察
に
連
絡
を
す
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
被
害
に
あ
っ
て
お
悩
み

の
方
は
、
人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

第
４
方
面
隊
第
５
分
団
第
２
部

（
管
轄
：
蓑
野
町
・
古
仏
頂
町
）

第５分団第２部

団員の所属事業所
藤木産業 大石酒造場

樋口自動車整備工場 英和建設

人吉市役所 ヤマト運輸㈱

大乗技建日本㈱ 人吉中央温泉病院

自営業（自動車） 豊田工業所

人吉市森林組合 大口電子㈱

青井運送㈲ 山江温泉ほたる

川辺川園 九州産交バス㈱

ウエムラテック㈱ 南九州コカコーラボトリング（株）

　

第
５
分
団
第
２
部
は
、
団
員
21
人
で
、

蓑
野
町
・
古
仏
頂
町
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
の
部
に
比
べ
て
平
均
年
齢
は
高
い
方

だ
と
思
い
ま
す
が
、
み
ん
な
気
持
ち
だ
け

は
若
く
持
ち
、
町
内
の
安
全
・
安
心
の
た

め
に
日
々
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

小
型
ポ
ン
プ
操
法
は
毎
回
そ
れ
な
り
の

成
績
を
残
し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
こ
数

年
は
出
初
式
の
入
賞
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
お

り
、
部
長
に
も
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
５
分
団
２
部
の
特

徴
は
「
こ
こ
ぞ
と
い
う
と
き
の
団
結
力
」

な
の
で
、
こ
れ
か
ら
本
番
に
向
け
て
訓
練

に
励
み
、
番
狂
わ
せ
を
演
じ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

例
会
、
飲
み
会
も
楽
し
く
や
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
５
分
団
２
部
の
仲
間
に
な
り

ま
せ
ん
か
？
消
防
団
に
入
っ
て
い
れ
ば
、

い
ろ
い
ろ
と
い
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
！

　

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾

燥
し
、火
を
使
う
機
会
も
増
え
て
き
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
火
災
予
防
に
努
め

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
ご
ろ
か
ら

支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
後
援
会
、
町
内

の
皆
さ
ま
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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◎あて先
〒868–8601
人吉市麓町16番地
秘書課広報広聴係　　まで
E メール 
hisyo@city.hitoyoshi.lg.jp
※住所、氏名（ペンネーム可）、年齢、

性別を記入してください。

み
な
さ
ん
か
ら

の

お
た
よ
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
さ
ん
か

ら
の
お
便
り
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
へ
の
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
の
お
た
よ
り
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感

想
や
人
吉
へ
の
思
い
、
あ
な
た

の
ま
わ
り
で
起
こ
っ
た
身
近
な

出
来
事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り

く
だ
さ
い
。

市長の部屋
ひと好し ちょっといい話

「先手あいさつ明るい笑顔、傘一本お茶一杯運動」を広げましょう

医療のお話し

今月のドクター
人吉市医師会 会員　

Bloody M
ary

と

Bloody Stool

―
大
腸
が
ん
の
お
話
し
―

とやまクリニック胃腸科肛門科　外山　裕二

　

B

ブ
ラ
ッ
デ
ィ
ー

loody M

メ
ア
リ
ー

ary

は
ト
マ
ト
と

ウ
ォ
ッ
カ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ど
す

黒
い
赤
色
の
カ
ク
テ
ル
で
す
。

　

16
世
紀
に
イ
ギ
リ
ス
の
メ
ア

リ
ー
１
世
が
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
の

関
係
者
を
大
量
に
処
刑
し
て
し

ま
っ
た
た
め
、
彼
女
の
こ
と
を

「Bloody M
ary

」
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。「Bloody

」
と

は
、
も
と
も
と
「
血
だ
ら
け
の
」

と
い
う
意
味
で
す
が
、
そ
れ
か
ら

派
生
し
て
「
残
虐
な
」
と
か
「
ひ

ど
い
」
と
か
言
う
意
味
に
も
使
わ

れ
て
い
ま
す
。Bloody M

ary

と
い
う
カ
ク
テ
ル
の
語
源
は
、
こ

の
メ
ア
リ
ー
１
世
が
引
き
起
こ
し

た
残
虐
な
処
刑
に
ち
な
ん
で
い
る

よ
う
で
す
。

　

一
方
、「B

ブ
ラ
ッ
デ
ィ
ー

loody s

ス
ト
ゥ
ー
ル

tool

」
と

は
「
血
の
混
じ
っ
た
う
ん
ち
」
と

い
う
意
味
で
す
。（Stool

：
腰

掛
け
【
ス
ツ
ー
ル
】
か
ら
「
腰
掛

け
式
の
便
器
」、さ
ら
に「
う
ん
ち
」

を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

よ
う
で
す
）

　

私
は
大
腸
肛
門
科
医
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
多
く
のBloody 

stool

（
血
便
）
の
患
者
さ
ん
を

み
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
に
、
村

上
春
樹
と
沢
木
耕
太
郎
と
い
う
二

人
の
作
家
が
偶
然
に
も
、「
飛
行

機
で
飲
むBloody M

ary

は
格

別
に
お
い
し
い
」
と
い
っ
た
内
容

の
エ
ッ
セ
イ
を
書
い
て
い
る
の
を

見
つ
け
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
か

ら
私
の
頭
の
中
で
は
「Bloody 

M
ary

」

と
「Bloody stool

」

と
い
う
全
く
意
味
の
違
う
〝
残
虐

な
〟
言
葉
が
一
緒
に
記
憶
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
大
腸
肛
門
病
の
診
療
に

お
い
て
、Bloody stool

（
血
便
）

は
と
て
も
重
要
で
す
。
ず
っ
と
切

れ
痔
だ
と
思
っ
て
市
販
薬
で
治
療

し
て
い
た
若
い
女
性
が
出
産
直
前

に
受
診
さ
れ
、
す
で
に
手
遅
れ
の

直
腸
が
ん
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、毎
年
人
間
ド
ッ

ク
で
便べ

ん
せ
ん
け
つ

潜
血
検
査
と
Ｓ
状
結
腸
内

視
鏡
検
査
を
受
け
、
結
果
も
異
常

が
な
か
っ
た
の
に
「
と
き
ど
き
血

便
が
出
る
」
と
言
っ
て
受
診
さ
れ

た
方
の
Ｓ
状
結
腸
よ
り
奥
の
大
腸

に
、
進
行
が
ん
が
み
つ
か
っ
た
事

も
あ
り
ま
す
。
実
は
、
便
潜
血
検

査
だ
け
で
は
1
割
の
進
行
が
ん
を

見
逃
し
て
し
ま
い
ま
す
。
早
期
が

ん
に
お
い
て
は
、
5
割
が
便
潜
血

陰
性
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
大
腸
が

ん
検
診
（
便
潜
血
検
査
）
の
重
要

性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
よ
う
に

日
本
で
は
近
年
、
食
生
活
の
変
化

に
伴
っ
て
急
激
に
大
腸
が
ん
が
増

え
て
き
て
お
り
、
世
界
に
先
駆
け

て
大
腸
が
ん
検
診
と
し
て
免
疫
学

的
便
潜
血
検
査
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
便
潜
血
検
査
は
大
腸
が
ん
に

よ
る
死
亡
率
を
減
ら
す
の
に
有
用

で
す
。

　

ま
た
、
日
本
は
世
界
で
一
番
、

消
化
管
の
内
視
鏡
検
査
が
進
ん
だ

国
で
す
。
年
に
一
回
便
潜
血
検
査

を
行
い
、
5
年
に
一
回
く
ら
い
の

割
合
で
全
大
腸
内
視
鏡
検
査
を
受

け
て
お
く
と
、
大
腸
が
ん
に
よ
る

死
亡
は
ほ
と
ん
ど
避
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
5
㍉
㍍
以

上
の
ポ
リ
ー
プ
を
切
除
し
て
い
く

と
、
約
7
割
の
大
腸
が
ん
が
予
防

で
き
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま

す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
腸
が

ん
検
診
の
受
診
率
は
決
し
て
高
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Bloody stool

…
…
言
葉
の

響
き
ど
お
り
、
大
腸
肛
門
の
病
気

に
と
っ
て
、
と
て
も
怖
く
危
険
な

症
状
で
す
。
年
1
回
の
便
潜
血
検

査
を
続
け
、
例
え
検
査
で
陰
性

だ
っ
た
と
し
て
も
血
便
が
出
た

ら
、
決
し
て
「
痔
か
な
…
…
」
な

ど
と
軽
視
せ
ず
、
必
ず
精
密
検
査

を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

ねんりんピックのＰＲのため
に三十三観音ウォーキング大
会に訪れた健太くん。磯田若
那ちゃん(５歳）は３㎞の部
におばあちゃんとその散歩仲
間と一緒に参加しました。

ASO 坊健太くんと三十三観音
ウォーキング大会の参加者

　

先
日
、
一
つ
年
を
取
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
お
肌
の
曲
が

り
角
を
曲
が
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
今
年
は
大
地
震
や

台
風
被
害
な
ど
で
、
自
分
や

周
り
の
人
た
ち
が
普
通
の
生

活
を
送
れ
る
こ
と
の
あ
り
が

た
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
素
粒
子
の

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
光
の
速
さ

を
超
え
た
と
報
道
が
あ
り

ま
し
た
。
眉
唾
で
す
が
、
先

で
は
タ
イ
ム
マ
シ
ン
も
実
現

す
る
と
か
し
な
い
と
か
。
某

猫
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
世
界
も
夢

じ
ゃ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
皆
さ
ん
は
タ
イ
ム
マ
シ

ン
が
あ
っ
た
ら
過
去
と
未
来

の
ど
ち
ら
に
行
っ
て
み
た
い

で
す
か
？

編
集
室
か
ら

編
集
後
記

毎
日
ご
多
忙
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。
広
報
ひ
と
よ

し
6
月
1
日
号
の
編
集
後
記
を

読
ん
で
ペ
ン
を
手
に
し
ま
し

た
。
私
は
、
毎
回
広
報
ひ
と
よ

し
に
全
部
目
を
通
し
て
い
る
者

で
す
。「
市
長
の
部
屋
」
に
は

短
い
文
章
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

人
柄
や
識
見
の
豊
か
さ
が
う
か

が
わ
れ
ま
す
し
、「
医
療
の
お

話
し
」
か
ら
は
知
識
に
乏
し
い

私
に
と
っ
て
は
お
お
い
に
学
ぶ

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
掲
載
さ

れ
て
い
る
写
真
も
い
ろ
い
ろ
と

工
夫
さ
れ
て
お
り
、
十
分
に
満

足
し
て
い
ま
す
。特
に
今
回（
６

月
1
日
号
）
の
作
文
「
わ
た
し

の
夢
」、
小
学
生
で
も
目
的
意

識
を
持
っ
て
勉
強
し
て
い
る
子

が
い
る
こ
と
に
強
く
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

　

月
2
回
届
け
ら
れ
る
広
報
ひ

と
よ
し
は
1
年
間
と
じ
て
保
存

し
て
い
ま
す
。
ど
う
か
、
こ
う

い
う
市
民
も
い
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
ま
す
ま
す
の
ご

精
進
と
誌
の
充
実
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

山
下
正
男
さ
ん
（
南
町
）

●

　

広
報
ひ
と
よ
し
6
月
1
日
号

の
編
集
後
記
で
「
広
報
は
見
ら

ん
も
ん
な
」･･････

。
と
い
う

内
容
を
書
い
た
こ
と
に
対
す
る

励
ま
し
の
お
便
り
を
頂
き
ま
し

た
。
今
後
も
広
報
紙
の
充
実
の

た
め
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
温
か
い
お
言
葉
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

人
吉
も
台
風
で
大
雨
が
降
り
続
き
ま

し
た
。
12
号
が
近
畿
地
方
に
、
15
号
が

東
海
地
方
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
い
つ
人
吉
を
台
風
が
襲
う
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
一
人
で
田
ん
ぼ
や
川

の
状
況
を
見
に
行
っ
た
り
、
夜
、
避
難

し
た
り
す
る
こ
と
は
命
に
関
わ
る
危
険

な
行
動
で
す
。
ぜ
ひ
、
思
い
止
ま
っ
て

く
だ
さ
い
。
気
象
情
報
や
市
の
情
報
に

は
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
９
月
19
日
は
敬
老
の
日
で
し

た
。
人
吉
で
も
町
内
ご
と
に
お
祝
い
の

行
事
が
行
わ
れ
、
に
ぎ
や
か
な
う
ち
に

お
開
き
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ

で
、
敬
老
の
日
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

聖
徳
太
子
が
、
日
本
初
の
老
人
ホ
ー

ム
「
悲ひ
で
ん
い
ん

田
院
」
を
９
月
15
日
に
建
て
た

か
ら
と
か
、
養
老
と
い
う
元
号
が
制
定

さ
れ
た
の
が
９
月
15
日
だ
っ
た
か
ら
と

い
う
説
が
あ
り
ま
す
が
、
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
実
際
に
敬
老
の
日
の
始
ま

り
は
、
昭
和
22
年
９
月
15
日
に
兵
庫
県

多
可
郡
野
間
谷
村
（
現
多
可
町
）
村
長
・

門
脇
政
夫
さ
ん
が
「
今
年
は
年
寄
り
の

知
恵
を
借
り
て
村
づ
く
り
を
し
た
い
」

と
考
え
、
始
め
た
の
が
評
判
と
な
り
国

民
の
祝
日
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

で
は
な
ぜ
、
敬
老
の
日
を
９
月
15
日

と
し
た
の
で
し
ょ
う
か
と
い
う
質
問
に

「
農
閑
期
だ
っ
た
か
ら
」
と
村
長
さ
ん

の
答
え
。
ま
あ
、
そ
ぎ
ゃ
ん
も
ん
で
す

か
ね
っ
。

　

敬
老
の
日
は
世
界
中
で
こ
の
日
本
だ

け
。
や
さ
し
か
心
根
が
立
派
で
す
。

応募・問合せ　〒 868-8601　人吉市麓町 16 番地　秘書課広報広聴係（☎ 22–2111 内線 2208）
　　　　　　　E メール hisyo@city.hitoyoshi.lg.jp

平
ひらおか

岡 大
だいすけ

輔くん（願成寺町）

H23.5.20生 (4 ヶ月)

◎
写
真
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
、子
ど
も（
３

歳
ま
で
）
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）、生
年
月
日
、

性
別
、
保
護
者
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
一

言
コ
メ
ン
ト
（
20
字
以
内
）
を
、メ
ー
ル
（
画

像
は
５
Ｍ
メ
ガ
バ
イ
トＢ

以
内
）
か
郵
送
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
紙
面
の
都
合
上
、
応
募
者

全
員
を
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
友
達
と
遊
ぶ
の
が
大
好
き

で
す
」

平
ひらおか

岡 美
み ゆ き

幸ちゃん（願成寺町）

H22.4.2生 (1歳)

「
早
く
大
き
く
な
り
た
い
」

「
と
に
か
く
元
気
＆
健
康
に

育
っ
て
ね

」

梅
う め の

野 蒼
そ う し

士くん（下林町）

H 22.4.29生 (1歳)

。
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子どもたちが、遊びの中で健康
や福祉を楽しく学ぶコーナーで
す。いらなくなったおもちゃを
持ちよって交換する「かえっこ
バザール」を開催するほか、木
のおもちゃランドは小さい子ど
もでも楽しめます。また、フリ
ーマーケットも開催されます。

※「かえっこバザール」で子どもた
ちの支援をしてくださる方を募集し
ています。手伝ってくださる方は事
務局へご連絡ください。

福祉施設、関係団体が心を込め
て作った手作りの食品や農産
物、手芸品の販売を行います。

〒
868-8601　
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w
w
.city.hitoyoshi.lg.jp/　
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H i t o y o s h i  i n f o r m a t i o n

問合せ　スマイルフェスタ実行委員会事務局　（市福祉課　☎22－2111内線1141、1142）

還暦の方に、記念樹や還暦証書、
健康チェックカードを配布しま
す。新聞紙によるエコバッグ作
り体験もできます。

講師によるウォーキングの実技
を行う健康ウォーキングコー
ナーや、クイズなどを行います。

東日本大震災の写真展示を行い
ます。また、南相馬市支援コー
ナーでは、応援寄せ書き旗の作
成や、南相馬市の障がい者施設
の授産品販売を行います。

福 祉 ゾ ー ン Ⅰ

福 祉 ゾ ー ン Ⅱ

東日本大震災被災地
支援コーナー

バザー

人吉保健所コーナー
（２階フロア）

午後１時から、つぼん汁の無料
提供（先着500食）。
※午後１時までは、ねんりん
ピック出場選手の昼食会場とな
るため利用できません。

おもてなしコーナー

人吉市医師会と人吉市歯科医師
会による相談コーナーや、野菜
つりコーナーのほか、人吉市保
健補導員活動などを紹介。また、
骨密度測定、メタボ測定、脳年
齢測定、血管年齢測定、肌年齢
測定などもできます。

健 康 ゾ ー ン10:30　スマイルフェスタ開始式

11:00　元気！百歳万歳
元気な百歳の方と市長のトーク
ショーです。

11:30　えがおコンサート（午前の部）
荒川知子さんが奏でる音色を優し
く包み込む、家族のアンサンブル
をお聴きください。

●出演：荒川知子とファミリーア
ンサンブル

12:30　西瀬小学校応援団演舞　
西瀬小学校の児童による、迫力あ
る応援団の演舞です。

13:00　「いたずら魔女のとおせんぼ」
ヘルスメイトによる食育劇です。

13:30　東日本大震災被災地支援
トーク「私達にできること」

福島県相馬市でボランティア活動
に従事されている上村剛

つよし

さんの被
災地支援トークです。

14:15　急流戦隊 JIN クマレンジャー
ショー

子どもたちに大人気
のショーです。

14:30　えがおコンサート（午後の部）
●出演：荒川知子とファミリーア
ンサンブル、地元音楽愛好家

■主なステージイベント■

マイバッグの
持参にご協力
ください！

ねんりんピック2011熊本同時開催（P5参照）

第３回   健康と福祉の祭典

みんなしあわせ☆スマイルフェスタ開催！
10/16 日    10:30 ～ 16:00　スポーツパレス大アリーナ・２階フロア


